
藤 川 設 計 株 式 会 社

設 　 　 計　 　 図

津 市 美 杉 高 齢 者 生 活 福祉 セ ン タ ー 改 修 工 事

津 市 家 庭 医 療 ク リ ニ ッ ク 設 置 に 伴 う

建　築　工　事 電　気　設　備　工　事

図　面　リ　ス　ト

機　械　設　備　工　事

Ａ－01

Ａ－02

Ａ－03

Ａ－04

Ａ－05

Ａ－07

Ａ－08

Ａ－06

Ａ－09

Ａ－10

付近見取図・配置図

改修前後　１階　平面図

改修前　展開図

改修後　展開図

Ｅ－01

Ｅ－02

Ｅ－03

Ｅ－04

Ｅ－05

電気設備　特記仕様書

高圧単線結線図

幹線設備図

改修前後　電灯コンセント設備図

改修前後　誘導灯・非常灯設備図

Ｍ－01

Ｍ－02

Ｍ－03

Ｍ－04

機械設備　特記仕様書

Ｍ－05

Ｅ－06

Ｅ－07

改修前後　弱電設備図

改修前後　自動火災報知設備図

改修前　給排水衛生設備平面図

改修後　給排水衛生設備平面図

改修前　空調換気設備平面図

改修後　空調換気設備平面図

改修前　仕上表　平面詳細図　天井伏図

改修後　仕上表　平面詳細図　天井伏図

図面番号 図面番号 図面番号図面名称 図面名称 図面名称

Ａ－11

Ａ－12 改修前後　建具表　雑詳細図２

改修前後　建具表　雑詳細図１

建築　特記仕様書１

建築　特記仕様書２

建築　特記仕様書３

建築　特記仕様書４



10　 交通誘導員

一級建築士事務所

一級建築士

６ 　 三重県産　

  技術者

Ⅰ． 工事名称

章 項目 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

一

般

共

通

事

項

１ 　 適用基準等

章 項目 特記事項

１ ・ 　 公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編）

・ 　 公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編）

・ 　 建築工事標準詳細図

特記事項

　 料の工法

※　 公共建築改修工事標準仕様書に記載さ れていない特別

　 　 な材料の工法は当該製品の指定工法による。

分別解体等の方法

工　 程 作業の有無 分別解体の方法

・ 有　 ・ 無 ・ 手作業

・ 手作業と 機械作業の併用

屋根

上部構造部

基礎・ 基礎

造成等

ぐい

分・ 外装

・ 有　 ・ 無 ・ 手作業

・ 手作業と 機械作業の併用

・ 有　 ・ 無 ・ 手作業

・ 手作業と 機械作業の併用

・ 有　 ・ 無 ・ 手作業

その他

（ 　 　 ）

・ 手作業と 機械作業の併用

・ 有　 ・ 無 ・ 手作業

・ 手作業と 機械作業の併用

・ 有　 ・ 無 ・ 手作業

・ 手作業と 機械作業の併用

建築設備・ 　

内装等

　 より 難い場合は、 監督員と 協議するものと する

　 処理等

( 1. 3. 8)

・ 　 本工事は、 その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、 その

　 事の規模に関する基準以上の工事であるため、 建設リ サイクル法に基づき

　 規模が「 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」 ( 平成12年5月31日

　 分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措置を講

　 法律第104号。 以下「 建設リ サイクル法」 と いう 。 ) 施行令で定める建設工

　 講ずるこ と と する。

　 　 工事契約後に明らかになったやむをえない事情により 、 予定し た条件に

( 1. 3. 5)

　 ・ 　 アスフ ァ ルト コ ンクリ ート 塊   

　 ・ 　 セメ ント コ ンクリ ート 塊　 ・ 　 建設発生木材

　 は調書作成し 、 監督員へ提出するこ と 。

・ 　 再資源化を図るもの

・ 　 引渡を要するも の、 再資源化を図るも のについて

・ 　 引渡を要するも の以外のも のは、 全て構外に搬出し 、 建設

　 工事に係る資材の再資源化等に関する法律、 資源の有効な利

　 用の促進に関する法律、 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　 その他関係法令によるほか、 「 建設副産物適正処理推進要綱」

　 に従い適切に処理し 、 監督員に報告するこ と 。 （ マニフェ スト

・ 　 アスベスト 成形板等解体時の留意点

　 　 1. 手ばら し 等、 出来るだけ粉塵の発生し ない方法で行う こ と 。

　 　 2. 可能であれば湿潤状態（ 散水） と し て作業を進めるこ と 。

　 　 3. 飛散さ れない様にするこ と 。

　 　 4. 保護具及び作業着を着用するこ と 。

　 　 5. 解体さ れたボード 等は、 蓋のある容器に入れるこ と 。

　 　 6. 事前に使用箇所や状況の調査を行い記録するこ と 。

　 ※なし

　 て請求するこ と はできない。

　 業廃棄物税

※　 本工事には産業廃棄物税相当分が計上さ れていないため、 請負者が

　 課税対象と なった場合には完成年度の翌年度の４ 月１ 日から８ 月31日

　 までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付し て当該

　 工事の発注者に対し て支払請求を行う こ と ができる。

　 　 なお、 こ の期間を超えて請求するこ と はできない。

　 　 また、 産業廃棄物処理集計表（ マニフ ェ スト の数量の集計） を超え

適用する

( 1. 3. 3)

職種別に可能なものについては積極的に活用するこ と 。( 1. 6. 2)

( 1. 5. 2)

調査範囲及び調査方法　 ・ 外壁改修工事（ 打診調査、 報告書作成[図示、 工法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別集計表] ）

　 めの破壊部

　 分の補修 ( 1. 5. 3)

補修方法　 ※　 図示　 ・ 　

　 の濃度測定

( 1. 6. 9)

※　 測定対象化学物質（ ●で示し たも のと する。 ）

適用
施設

用途

ﾎﾙﾑｱ

ﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ
ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ

ｴﾁﾙﾍ゙

ﾝｾ゙ ﾝ

ｽﾁﾚﾝ

ｾ゙ ﾝ

ﾛﾛﾍ゙ ﾝ

ﾊ゚ ﾗｼ゙ ｸ

学校､教

育施設

住宅

その他

● ● ● ● ● ●

●●●●●

● ● ● ● ●

※　 測定方法（ ※　 パッ シブ法　 ・ 　 アク ティ ブ法）

※　 報告書提出部数　 ２ 部

　 動の防止

※　 低騒音型・ 低振動型建設機械の指定に関する規程に基づ

　 　 き指定さ れた建設機械の使用に努めるこ と 。

※　 工事写真の撮り 方／建築、 及び同／建築設備に従い撮影

　 　 する。

　 　 提出部数　 １ 部　 用紙は上質紙と する。

※　 完成図作図範囲

完成図はＣ Ａ Ｄ により 作成するこ と と し 、 著作権にかかる

使用権は発注者に移譲するものと する。

( 1. 8. 2)

　 　 （ 設計図を修正）

※　 デジタ ルカメ ラ で撮影し 、 全てL版相当サイズで印刷する。

( A4版用紙に１ ページあたり 3枚) 　 １ 部

　 　 箇所数は外観４ 面各室２ 面程度と し 、 規定の箇所数が確保

　 　 できない場合や枚数が多大になる場合には、 監督員と 協議するこ と 。

施工方法及び検査に関する事項

（ 進捗条件）

工事特記仕様書（改　修）

　A、B2、D、E票の写しを提出すること。）

　 合板　 厚さ 　 ※9mm　 ・ 　( 2. 3. 2) ( 表2. 3. 1)

４ 　 仮設間仕切り

　 仮設扉の設置箇所　 ※図示　 ・ 　

　 合板又は石こ う ボード の塗装　 ・ 　 行う 　 ※　 行わない

　 せっこ う ボード 　 厚さ 　 ※9. 5mm　 ・ 　

・ 　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種　 ※　 Ｃ 種

( 2. 3. 1)

　 　 インド ・ カ

　 ーテン等の養生

３ 　 既存ブラ

保管場所　 ※　 構内既存施設内　 ・ 　 学校と 協議

固定さ れた備品、 机、 ロッ カーの移動

養生方法（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

既存ブラインド ・ カーテンの養生

・ 　 行う 　 　 ・ 　 行わない

( 表2. 2. 2)

　 　 材等の運搬

２ 　 材料、 撤去 種別　

１ 　 足場

仮

２

( 表2. 2. 1)

( 2. 2. 1)

設

工

事

防護シート 等による養生　 ・ 　 適用する（ ﾒｯｼｭｼー ﾄ､防音ｼー ﾄ） 　 ・ 　 適用し ない

仕上げ

合板張り 又はビニール床シート 張り
 合板又はせっ こ う ボード 張り 、 合成樹脂エマ

ルジョ ン塗り

装溶融亜鉛めっき鋼板張り 、 又は鉄板張り 、

調合ペイント 塗り

床

内壁・ 天井

屋根

部位等

監督員事務所の仕上げ

( 2. 4. 1)

５ 　 監督員事務所

監督員事務所の規模( 単位: ㎡)

・ 　 設置する

面積　 ・ 　 10㎡程度　 ・ 　 20㎡程度　 ・ 　 35㎡程度　

・ 　 構内建物内の一部を使用する。                ( 2. 4. 1)

　 　 　 ・ 　 65㎡程度　 ・ 　 100㎡程度

・ 　 P0X
・ 　 X-1　 ・ 　 X-2 

３ 　 合成高分

　 子系ルーフ

　 ィ ングシー

　 ト 防水

表( 3. 5. 1)

( 3. 5. 3)

( 3. 5. 2) ( b)

( 3. 5. 3)

　 絶縁用シート 　 ※　 発泡ポリ エチレンシート 　 ・ 　

　 　 　 　 ・ 　 設ける（ 設置数量　 ※図示、 材質　 　 　 ） 　 ・ 　 設けない

４ 　 塗膜防水

( 3. 6. 3)

表( 3. 6. 1)

( 3. 6. 3) ( a)

( 3. 6. 3) ( b) 脱気装置

保護層　 ※図示

・ 　 L4X 

工法  種別 施工箇所

　 　 　 　 ・ 　 設ける（ 設置数量　 ※図示、 材質　 　 　 ） 　 ・ 　 設けない

工法  種別 施工箇所

・ 　 P1Y

・ 　 P2Y
・ 　 Y-2　 ・ 　

５ 　 既存防水

　 層表面の仕

　 去

　 上塗装の除

( 3. 2. 6) ( c) ( 6)

( 3. 2. 6) ( c) ( 2)

（ L4X） 　 ・ 　 行う 　 ・ 　 行わない

（ M4AS, M4ASI , M4C, M4DI ） 　 ・ 　 行う 　 ・ 　 行わない

　 ルト 防水

１ 　 アスファ

防

水

改

修

工

事

３

( 3. 1. 4)

( 3. 3. 3)

( 表3. 3. 3～

表3. 3. 10)

( 3. 3. 2) ( h)

( 3. 3. 3) ( b) ( 2)

( 3. 3. 3) ( d)

　 ルト シート 防水

２ 　 改質アスファ

( 3. 4. 3)

表( 3. 4. 1～

表3. 4. 3)

( 3. 4. 3) ( 2) ( 3)

断熱層工法の断熱材（ P1BI 、 P2AI 及びT1BI 工法）

材質　 ※　 押出法ポリ スチレンフ ォーム3種b（ スキン層付）

厚さ 　 ・ 　

脱気装置（ M3D, P0D, P0DI , M3DI , M4DI ）

保護層　 ・ 　 設ける　 ・ 　 設けない

　 　 　 　 ・ 　 設ける（ 設置数量　 ※図示、 材質　 　 　 ） 　 ・ 　 設けない

　 　 　 　 ・ 　 設ける（ 設置数量　 ※図示、 材質　 　 　 ） 　 ・ 　 設けない

脱気装置

施工箇所 種別 工法

・ 　 S3S

・ 　 S3SI  

・ 　 P1B 

工法 種別 施工箇所

・ 　 B-1　 ※　 B-2 

・ 　 P1E

・ 　 P2E 
・ 　 E-1　 ※　 E-2 

施工箇所 種別 工法

・ 　 AS-1　 ・ 　 AS-2

・ 　 AS-3
・ 　 M4AS

６ 　 監督員事

　 務所の備品等

( 2. 4. 1) ( b)

数量

種類

数量

種類

数量

台 個 個 個

長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ﾛｯｶｰ

足 着 個 個 台

消火器 掃除具
請負者加入

電話･FAX
冷暖房器 ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ

個 個 台 台 台

種類 書棚 黒板･白板机･いす 掛時計 温度計

７ 　 仮設便所

８ 　 工事用水

９ 　 工事用電力

構内既存の施設　

構内既存の施設　

構内既存の施設　

　 　 工事に含まれる。

　 　 回路に接続し 通電し たと きから工事に起因する電力料金は、 本

※　 有償利用の場合において、 本工事で新規受電又は既設電気

・ 　 利用できる（ ※　 有償　 ・ 　 無償） 　 ※　 利用できない

配置　 ※　 図示

1組

・ 　 M 4 S ・ 　 S - M 2

・ 　 S - F 2

脱気装置： 製造所の指定による

・ 　 自閉樹脂塗膜防水　 　 ・ ・ ・ 施工箇所： 便所床、 ピッ ト 内外

・ 　 超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水・ ・ ・ 施工箇所： 庇上面

１ 、 ２ 階屋上

・　利用できる（※　有償　・　無償）　※　利用できない

・　利用できる　・　利用できない

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種　・　Ｄ種　・　Ｅ種

　 　 　 国土交通大臣官房官庁営繕部監修（ 平成25年版）

　 　 　 国土交通大臣官房官庁営繕部監修（ 平成25年版）

　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに

　市監督員の承諾を得ること。

　とし、休日等の行事に影響を与えない範囲とする。

・ 　 アルバム１ 部

　 　 （ 大きさ 335㎜×290㎜程度、 カラ ー)

　 と の取合い

※　 駆動装置が電動による建具等の２ 次側の配管・ 配線及び

※　 自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

※　 図示し た壁・ 天井の仕上材・ 下地材の切込み及び補強

※　 図示し た鉄筋コ ンクリ ート 部の貫通孔・ 開口部の補強

施工範囲

　 　 操作スイッ チ

施工図

※　 設備機器の位置、 取合いなどの検討できる施工図を提出

　 　 し て、 監督員の承諾を受けるこ と 。

　 への処置

( 1. 3. 12)

　 工事施工に際し 、 在来部分を汚損し た場合又は損傷し た場合は、

　 構造・ 仕上げ共在来にならい補修する。

　 工事の施工中に事故が発生し た場合には、 直ちに監督員に通

　 督員が指示する期日までに、 監督員に提出するこ と 。

　 報すると と も に、 所定の様式により 工事事故発生報告書を監

　 また、 事故発生後の措置について監督員と 協議を行う と と も

　 に、 当該事故に係る状況聴取、 調査、 検証等に協力するこ と 。

　 　 写真は、 着工前・ 施工中・ 完成を同一場所から、 黒板なし で撮影するこ と 。

・ 　 津市公共建築物等木材利用方針

・ 　 引き渡し を要するも の

・　石綿含有産業廃棄物  ※　有( 　　　　)　　

TITLE №SCALEDRAWING TITLE
設　計　者

２　施工条件

・（　　　　　）

※　 作成する（ ※　 完成図( A2： 2部) 　 ・ 　 保全に関する資料）

内部足場　 ※脚立　 ・ 足場板　

外部足場の種別　 ・ 　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種　 ・ 　 Ｃ 種　

　 調査

原図：Ａ２

５　発生材の

７ 　 電気保安

８ 　 技能士

９ 　 施工数量

10　 調査のた

11　 化学物質

12　 特別な材

13　 騒音・ 振

14　 工事写真

15　 完成図

16　 完成写真

17　 設備工事

18　 既存部分

19　 事故報告

三重県登録第1-739号 藤川設計株式会社
管理建築士　一級建築士 第222551号　田中　富士夫 第222551号

田中富士夫

※　作業着手までの館内調査は、事前に施設及び市監督員の承諾を得るもの

※　測定対象室及び測定個所数（※施工後２室）

　 １ 　 工事場所

　 ３ 　 工事内容

　 ２ 　 敷地面積

　 　 　 　 棟名称

Ⅱ． 工事概要

　 　 　  使用材料等で複数の材料に○印が付いたものは図面による。

　 　 　  ※印の付いたも のは適用し ない。

       特記事項に記載さ れる内容が複数ある事項については○印の付いたものを適用し

       ○印が付かない場合は、 ※印の付いたものを適用する。

　 　 ( 1) 項目は、 番号に○印の付いたものを適用する。

  ２ 　 特記仕様

    ( 2) 特記事項は、 ○印の付いたものを適用する。

    ( 3) 項目欄に記載の（ 　 ） 内表示番号は改標仕の該当項目等を示す。

Ⅲ． 建築改修工事仕様

　 １ 　 共通仕様

　 　 及び「 公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編） 」 （ 以下「 改標仕」 と いう 。 ） による。

      図面及び特記仕様書に記載さ れていない事項は、 「 公共建築工事標準仕様書( 建築工事編） 」

診療所改修

津市美杉高齢者生活福祉センター

6,518　㎡
津市　美杉町奥津　地内

津市家庭医療クリニック設置に伴う

津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

Ａ－０１津市家庭医療クリニック設置に伴う

津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

　データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

監督員の確認を受けたうえ、契約締結後10日以内にJACICに対し登録

申請を行い、JACICから｢工事カルテ受領書｣が請負者に届いた際には、

その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

　ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する

国民の祝日等は含まない。

提出しなければならない。

・　受注者は、工事を施工するために下請契約を締結した場合には、下請金

額にかかわらず、施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、その

写しを監督員に提出しなければならない。

・　受注者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事関係者が見やすい場所と公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

また請負者は、施工体系図を別に定める様式により提出しなければならない。

て、(一財)日本建設情報総合センター（以下「JACIC」）が運営する工事実績

情報サービス(CORINS)に、「CORINS入力システム」により当該工事に係る

データ登録を行わなければならない。

３　工事実績情報の

　　登録等

４　建設副産物情報

　　交換システム

　　の利用

・

・　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、受注者は受注時に

　おいて工事請負代金額が１億円以上の工事については、工事着手前及び工

　事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」及び「再生資源利用促進計

　画書（実施書）」を監督員に提出すること。

　　また、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」

　へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

※工事終了後、清掃を行うこと。

  受注者は、受注時において工事請負代金額が、500万円以上の工事につい

・　受注者は、下請負に付する場合は、部分下請け通知書を監督員に

※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監督員立

　合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過程に於いて、既設施設

　に破損等を与えた場合は、請負者の負担において速やかに復旧すると共に、
　市監督員に報告すること。

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並

　考とし、当図面を優先する。
　びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお内訳書の数量は参

※　工事用水、電力については施設既存の施設を無償で利用できる。但し、

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努

　めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し
　工事の遂行に影響の無いよう努めること。

　館内業務に影響しないよう事前に打合わせのうえ計画し、施工すること。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法に

　基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事とし又、周辺住

　民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を

　行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから行うこと。

※　工事期間中、現場内入場者、近隣関係者へ危害を与えないよう注意し、
　かつ周辺道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全

※　工事期間中も施設は運営を行っており、かつ住居者も滞在しているので、
　十分に安全を期すこと。また、初回打合せ時に施設の行事等を確認し、施
　設運営に協力すること。なお、１２月１７日、１８日は、休工とする。
※　作業前後の館内の施錠については施設側と十分協議を行うこと。

※　現場への本格着手は１１月１日からとする。

　の注意を払うこと。

※　工事期間中も運営を行うため、館内での作業・通行等は安全確保に十分ｖ

　注意すること。
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章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項章 項目 特記事項

６ 　 シーリ ング

( 3. 7. 4～7)

( 3. 7. 8)

７ 　 と い

( 3. 8. 2) ( 表3. 8. 1)

　 ウム製笠木

( 表3. 9. 1)

( 3. 9. 2) ( c)

( 3. 9. 2) ( d)

８ 　 アルミ ニ

( 3. 7. 2)

( 表3. 7. 1)
・ 　 SR-1 

・ 　 SR-2

・ 　 MS-2 

・ 　 PS-2 

・ 　 PU-2 

材種 施工箇所

シリ コ ーン系 

シリ コ ーン系 

ポリ サルフ ァ イド 系 

ポリ ウレタ ン系 

変成シリ コ ーン系 

種類

材料

　 　 （ 拡幅幅　 　 ㎜、 拡幅深さ 　 　 ㎜） 　

・ 　 ブリ ッ ジ工法　

　 　 （ ボンド ブレーカー幅　 　 mm、 エッ ジング材幅　 　 mm）

工法

材種　 　 ※　 図示による

部材の種類                                      

　 ・ 　 押出し 350形

　 ・ 　 押出し 300形

・ 　 シーリ ング充填工法

・ 　 シーリ ング再充填工法

・ 　 拡幅シーリ ング再充填工法

シーリ ング材の試験

※　 簡易接着性試験　 ・ 　 引張接着性試験　  ・ 　 行わない

　 ・ 　 板材折曲げ形（ 本体幅　 　 ㎜、 板厚　 ・ 　 2. 0㎜）

１ 　 施工数量

　 　 調査

４

外

壁

改

修

工

事

※　 行う 　 ・ 　 行わない

　 　 　 　 　 　 （ 立面図等に記載、 必要に応じ て写真添付）

調査方法　 ・ 　 打診、 目視及びクラ ッ クスケール等

調査項目　 ひび割れ部　

（ ・ 幅0. 2㎜、 ・ 0. 2㎜～1. 0 ㎜、 ・ 1. 0㎜以上）

　 　 　 　 　 ・ 　 はがれ及びはく 落部分

　 　 　 　 　 ・ 　 浮き部

調査範囲　 ・ 　 全面（ 庇等 上げ裏 天端共） 　 ・ 　

　 　 　 　 　 （ ・ 　 足場　 ・ 　 ゴンド ラ）

報告書　 　 ２ 部　

２ 　 改修工法

　 　 の種類

( 4. 1. 4)

・  厚付け仕上塗材塗り

・  複層仕上塗材塗り
・  塗り

・  薄付け仕上塗材塗り

・  新規

・  各種塗料塗り

・  マスチッ ク 塗材塗り

・  可と う 形改修用仕上塗材塗り
  仕上げ 仕上外壁

　 割れ

・  欠損

  割れ

・  浮き

・  欠損

・  モルタ

  ル塗仕

  リ ート

  打放し

・  コ ンク

・ シール工法

・ シール工法

・ モルタ ル塗替工法

　 部 

・  ひび

  部 

  部 

  部 

  部 

・  ひび

  上外壁 

・ 樹脂注入工法

・ 充てん工法

・ 樹脂注入工法

改修工法種類外壁

  仕上外壁

・  欠損

・  浮き

・  伸縮目地改修工法

  部 

  部 

・ 樹脂注入工法

・  目地

改修工法種類

・  ひび

外壁

・  タ イル

張り 仕上

外壁

・ Ｕ カッ ト シール材充填工法

・ Ｕ カッ ト シール材充填工法

・ 充填工法

・ 　 アンカーピンニング

　 ・ 　 部分エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面ポリ マーセメ ント スラ

　 　 　 リ ー注入工法

・ 　 注入口付アンカーピンニング

　 ・ 　 部分エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面ポリ マーセメ ント スラ

　 　 　 リ ー注入工法

・ 　 充填工法

・ 　 モルタ ル塗替え工法

 割れ部 ・ Ｕ カッ ト シール材充填工法

・ タ イル部分張替工法

・ タ イル張替工法

・ 　 アンカーピンニング

　 ・ 　 部分エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面ポリ マーセメ ント スラ

　 　 　 リ ー注入工法

・ 　 注入口付アンカーピンニング

　 ・ 　 部分エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 　 全面ポリ マーセメ ント スラ

　 　 　 リ ー注入工法

　 ・  エポキシ樹脂タ イル固定工法

・  タ イル部分張替え工法

・  タ イル張替え工法

・  目地ひび割れ部改修工法

３ 　 改修工法等

( 4. 3. 4)

( 4. 4. 5)

( 4. 5. 5)

( 4. 2. 2) ( a)

樹脂注入工法

　 　 種類　 ・ 　 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　 　 　 　 　 　 　 　 注入量（ 　 　 　 ） 注入間隔（ 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 注入量（ 　 　 　 ） 注入間隔（ 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 注入量（ 　 　 　 ） 注入間隔（ 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 ・ 　 手動式エポキシ樹脂注入工法

　 　 　 　 　 ・ 　 機械式エポキシ樹脂注入工法

( 図4. 4. 4)

( 4. 2. 2) ( f )

( 4. 4. 15)

( 4. 2. 2) ( f )

( 4. 4. 14)

( 図4. 4. 4)

( 図4. 4. 3)

( 4. 4. 13)

( 4. 2. 2) ( f )

( 図4. 4. 2)

( 4. 4. 12)

( 4. 2. 2) ( e)

( 4. 4. 11)

( 4. 2. 2) ( e)

( 図4. 4. 2)

( 4. 4. 10)

( 図4. 4. 1)

( 4. 2. 2) ( e)

( 4. 4. 9)

( 4. 2. 2) ( g)

( 4. 4. 8)

( 4. 3. 7)

( 4. 2. 2) ( d)

( 4. 4. 7)

( 4. 3. 6)

( 4. 2. 2) ( c)

( 4. 3. 5)

( 4. 2. 2) ( b)

( 4. 4. 6)

( 4. 5. 6)

　 　 材料

　 　 　 エポキシ樹脂JI S A6024( 建築補修用注入エポキシ樹脂)

　 　 　 ・ 　 低粘度形　 ・ 　 中粘度形

注入口付アンカーピンニング全面ポリ マーセメ ント スラリ ー注入工法

　 注入口付アンカーピン及び注入口の配置　

　 　 ※　 標準　 　

　 　 　 　 　 ・ 注入口付アンカーピン（ 　 　 　 ）

　 材料　 　 ・ ポリ マーセメ ント スラリ ー（ 　 　 　 ）

　 注入口付アンカーピン及び注入口の配置　

注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　 材料　 　 ・ 注入口付アンカーピン（ 　 　 　 ）

　 　 ※　 標準　 　

　 材料　 　 ・ 注入口付アンカーピン（ 　 　 　 ）

注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　 注入口付アンカーピンの配置　 　 　 ※　 標準　 　 ・ 　

アンカーピンニング全面ポリ マーセメ ント スラ リ ー注入工法

　 材料　 　 ・ アンカーピン（ 　 　 　 ）

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　 アンカーピン及び注入口の配置　 　 ※　 標準　 　 ・ 　

　 材料　 　 ・ アンカーピン（ 　 　 　 ）

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　 アンカーピンの配置　 　 ※　 標準　 　 ・ 　

モルタ ル塗替え工法

　 　 材料　 　 ・ 既製目地材の適用及び形状（ 　 　 　 ）

　 　 仕上げ厚　 （ 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 ・ 　 ポリ マーセメ ント モルタ ル充てん

充填工法

　 　 材料　 ・ 　 エポキシ樹脂モルタ ル充てん

　 　 　 　 　 ・ 　 可と う 性エポキシ樹脂シール

シール工法

　 　 材料　 ・ 　 パテ状エポキシ樹脂シール

　 　 　 　 　 　 （ 　 ・ Ｐ Ｕ －２ 　 ・ 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 ・ 　 行う 　 ・ 　 行わない

Ｕ カッ ト シール材充填工法

　 　 　 　 　 ・ 　 可と う 性エポキシ樹脂充填

　 　 シーリ ング材の上にポリ マーセメ ント モルタ ル充填

　 　 材料　 ・ 　 シーリ ング用材充填

　 　 コ ア抜き取り 検査　 ・ 　 行う 　 ・ 　 行わない

　 　 　 　 　 ・ 抜取り 個数（ 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 ・ 抜取り 部分補修方法（ 　 　 　 　 ）

タ イル部分張替え工法

( 4. 5. 7)

( 4. 2. 2) ( h)

材料　 　 ・ 　 ポリ マーセメ ント モルタ ル

  　 　 　 ・ 　 変成シリ コ ーン樹脂、 エポキシ樹脂、 ポリ ウレタ ン

　 　 ・ 役物（ ・ 一体成形　 　 ・ 接着加工

　 　 ・ 試験張り 　 ・ 　 行う 　 ※　 行わない

　 　 ・ 見本焼き　 ・ 　 行う 　 ※　 行わない

　 　 　 　 　 　 樹脂

( 表4. 5. 3)

( 4. 5. 8)

( 4. 2. 2) ( h)

( 4. 5. 15)

( 4. 2. 2) ( h)

( 4. 5. 16)

塗厚( mm)工法タ イルの種類 タ イルの大きさ

4～6

タ イル側

3～4

・  改良圧着

・  改良積上

　 以上二丁掛け
・  外装

4～7

下地側

　 張り

　 張り

　 以下 

・  25mm角を超

・  小口タ イル

　 タ イル 

5～8・  密着張り  

・  マスク張り
　 え小口未満

3～5
・  モザイク

 タ イル張り
・  小口未満

3～4
・  ユニッ

ト タ イル 

タ イル張替え工法

種類

・ 注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タ イル固定工法

　 　 注入口付アンカーピンの配置　 （ 　 　 本／㎡）

・ 　 目地ひび割れ部改修工法

・ 　 伸縮調整目地改修工法

  　 伸縮調整目地

　 　 　 （ 位置　 　 　 　 　 　 　 　 寸法　 　 　 　 ×　 　 　 　 ）

　 　 検査　 シーリ ング接着性試験

　 　 　 ・ 　 行う （ ・ 　 簡易接着性試験） 　 ・ 　 行わない

４ 　 塗り 仕上げ

( 表4. 2. 3( その1)

( その2) )

( 4. 2. 4 ( j ) )

仕上塗材

薄付け

工　 法呼び名種　 類 仕上形状

・  こ て

・  外装薄塗材

・  吹付け

・  こ て

・  ローラー

・  吹付け

 Ｅ  

・  平たん状

・  ゆず肌状

・  着色骨材砂

・  砂壁状

・  ゆず肌状

・  凹凸状

・  さ ざ波状

　 壁状

ッ

・  凹凸状

・  平たん状

・  ひき起し

タ

タ

コ

・  平たん状

・  凹凸状
・  ローラー

・  外装厚塗材Si

厚付け

仕上塗材

・  こ て

・  吹放し

　 凸部処理
・  吹付け

・  掻き落と し  

ス

状

ス

状

・  吹放し

・  凸部処理

・  ひき起し

・  吹付け

・  こ て・  外装厚塗材Ｅ

・  外装厚塗材Ｃ  ッ

コ

( 表4. 2. 5)

複層仕上

塗材

・  ローラー・  ゆず肌状

・  凸部処理 ・  吹付け

・  複層塗材Ｅ

  塗材Ｒ Ｅ

  塗材Ｅ

・  防水形複層

・  防水形複層

・  複層塗材Ｒ Ｅ  

・  可とう形改修

　 　 塗材Ｅ

・  可とう形改修

　 　 塗材ＲＥ

・  可とう形改修

　 　 塗材ＣＥ

改修用

可と う 形 ・  平たん状

・  さ ざ波状

・  ゆず肌状

・  ローラー

・  吹付け

仕上塗材

・  吹付け・  凹凸模様

・  艶有　 ・  艶無　 ・  メ タ リ ッ ク
・  アク リ

・  シリ カ

・  ポリ ウ

　 レタ ン

・  アク リ

　 ルシリ

・  艶有　 ・  艶無

・  艶有　 ・  艶無

・  艶有　 ・  艶無　 ・  メ タ リ ッ ク

・  艶有　 ・  艶無

・  艶有　 ・  艶無

・  艶有　 ・  艶無　 ・  メ タ リ ッ ク

・  艶無

・  艶有　 ・  艶無　 ・  メ タ リ ッ ク

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水　 系

・ 水　 系

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水　 系

・ 溶剤系

・ 溶剤系

　 ル系 

　 系 

　 系 

　 コ ン系 

溶媒種類 外　 　 　 　 観樹脂種類

・ 水　 系 ・  艶有　 ・  艶無         

・ 弱溶剤系 ・  艶有　 ・  艶無

・  艶有　 ・  艶無        ・ 水　 系 

・ 弱溶剤系 ・  艶有　 ・  艶無
・  フッ 素

　 系 

（ 注） 　 つやなし 及びメ タ リ ッ クは、 可と う 形複層塗材、 防水

　 　 形複層塗材、 及び可と う 形改修塗材には適用し ない。

複層仕上塗材の上塗材の種類　

５

建

具

改

修

工

事

きじ 釉薬 色

・ 磁　 器

・ せっ 器

・ 施釉

・ 無釉

・ 標準品

・ 特注品

形状寸法

　 材料　 　 ・ アンカーピン（ ステンレス）

ｶ゙ ﾗｽ廻り

　 ・ 　 押出し 170形

表面処理　 ・ 　 A-1又はB-1

　 アンカーピンの配置　 　 ※　 一般部分16 本/㎡　 ・ 　 指定部分25本/㎡

・  防水形外装
・  ローラー

・  吹付け

 薄塗材Ｅ  

・  ゆず肌状

・  さ ざ波状 

  ・  凹凸状 

( 4. 6. 4)

( 4. 6. 3)

工法 処理範囲

※ サンダー工法 

・  高圧水洗工法 

・  塗幕剥離剤工法 

・  水洗い工法 

　 　 30MPa以上

　 ・ デッ キブラシ

　 ・ 高圧ポンプ

　 　 10～15MPa

既存塗膜等の除去及び下地処理

下地調整　

一級建築士事務所TITLE №SCALEDRAWING TITLE
設　計　者

原図：Ａ２

　 ウム製建具

　 カーテンボッ ク ス

　 等 ( 5. 1. 6( c) )

( 5. 2. 2)

( 表5. 2. 1)

( 5. 1. 4)

( 5. 1. 5)

( 表5. 2. 2)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 　 製作する　 ・ 　 製作し ない 

・ 　 再使用する　 ・ 　 再使用し ない

・ 例示仕様　 　 　 ・ 個別認定（ 認定番号　 　 　 　 　 ）

性能等級等

　 ・ 　 A種　 　 ・ 　 B種　 　 ・ 　 C種

　 ・ 　 防音ド アセッ ト 、 防音サッ シ（ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 断熱ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 耐震ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

アルミ ニウム及びアルミ ニウム合金の表面処理の種別

　 ・ 　 外部に面する建具

　 　 　 ※　 B-1　 　 ・ 　 B-2　 　 ・ 　

　 ・ 　 内部に面する建具

　 　 　 ※　 C-1　 　 ・ 　 C-2　 　 ・ 　

( 5. 3. 2)

( 表5. 3. 1)

( 表5. 2. 1)

( 5. 2. 2( b) )

　 建具

( 5. 2. 2( a) )

( 5. 4. 2)

( 5. 2. 2( b) )

( 5. 4. 3)

( 5. 4. 4)

　 ス製建具

( 5. 5. 2)

( 5. 3. 2)

( 5. 5. 3)

( 5. 5. 4)
( 5. 5. 5)

( 5. 6. 4)

( 5. 6. 2)

　 　 開閉装置
( 5. 7. 3)

( 5. 7. 2) ( b) ( 1)

( 5. 7. 2) ( b) ( 2)

( 5. 7. 3)

( 表5. 7. 3)

( 5. 7. 3( f ) )

　 引き戸装置

( 5. 8. 3)

　 ッ タ ー

( 5. 9. 2)

( 表5. 9. 1)

( 5. 9. 2) ( c)

鋼製建具の性能等級

　 ・ 　 簡易気密性ド アセッ ト

　 ・ 　 外部に面する建具の耐風圧

　 　 　 ・ 　 S-4　 　 ・ 　 S-5　 　 ・ 　 S-6

　 ・ 　 防音ド アセッ ト 、 防音サッ シ（ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 断熱ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 耐震ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

・ 　 H>2400又はW>950の建具

　 　 　 鋼板類の厚さ 　 　 ※　 図示

鋼製軽量建具の性能等級

　 ・ 　 簡易気密性ド アセッ ト

　 ・ 　 外部に面する建具の耐風圧

　 　 　 ・ 　 S-4　 　 ・ 　 S-5　 　 ・ 　 S-6

　 ・ 　 防音ド アセッ ト 、 防音サッ シ（ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 断熱ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 耐震ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

ステンレス製建具の性能等級

　 ・ 　 簡易気密性ド アセッ ト

　 ・ 　 外部に面する建具の耐風圧

　 　 　 ・ 　 S-4　 　 ・ 　 S-5　 　 ・ 　 S-6

　 ・ 　 防音ド アセッ ト 、 防音サッ シ（ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 断熱ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 耐震ド アセッ ト （ 等級　 　 　 　 　 ）

材料　 　 　 　 ・ SUS304　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

表面仕上げ　 ・ HL仕上げ　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

曲げ加工　 　 ※　 普通曲げ　 ・ 　 角出し 曲げ

  ※　 改標仕表5. 6. 1( その1) ( その2) による

金物の見え掛かり 部等の材質

開閉方法

・ 　 スライディ ングド ア

・ 　 スイングド ア

センサの種類

　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

凍結防止措置　 ・ 　 あり 　 ・ 　 なし

自閉式上吊り 引戸装置の性能値

　 ※　 改標仕表5. 8. 1による　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 上部電動式（ 手動併用） 　 ・ 　 上部手動式   

・ 　 一般重量シャッ タ ー　 ・ 　 外壁用防火シャッ タ ー　

・ 　 屋内用防火シャッ タ ー　 ・ 　 防煙シャッ タ ー 

種類

開閉機能

耐風圧強度　 （ 　 　 　 Pa以上）

( 5. 2. 3( e) )

・ 　 合成樹脂製　 ・ 　 ガラ ス繊維入り 合成樹脂製　

・ 　 ステンレス( SUS316) 製  

網目 

・ 　 16メ ッ シュ 　 ・ 　 18メ ッ シュ

防虫網の材質

※　 可動式　 　 ・ 　 固定式

・　アルミ製面格子　　・　図示

マスターキー　・　製作する　※　製作しない

引渡用鍵箱　・　必要　※　不要

１ 　 防火戸

２ 　 見本の製作

３ 　 ブラインド

４ 　 アルミ ニ

５ 　 網戸

６ 　 鋼製建具

７ 　 鋼製軽量

８ 　 ステンレ

９ 　 建具金物

10　 自動ド ア

11　 自閉式上吊り

12　 重量シャ

建具廻り

三重県登録第1-739号 藤川設計株式会社
管理建築士　一級建築士 第222551号　田中　富士夫 第222551号

一級建築士

田中富士夫

　 ・ 　 焼付塗装

表面仕上げ

　 ・ 　 ビニル被覆鋼板

　 ・ 　 カラ ー鋼板

　 ・ 　 ステンレス鋼板（ ※　 HL　 　 ・ 　 鏡面）

・ 　 H>2400又はW>950の建具

　 　 　 鋼板類の厚さ 　 　 ※　 図示

　・　鉛入りドアセット（等級　2㎜厚　）

Ａ－０２津市家庭医療クリニック設置に伴う

津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事
建築　特記仕様書２



反射

・  せっこ う ボード  

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項章 項目 特記事項

　 ッ タ ー

( 5. 10. 2)

( 表5. 10. 1)

　 ド ア

( 5. 11. 2)

( 5. 11. 3)

開閉形式 

耐風圧強度　 （ 　 　 　 Pa以上）

セク ショ ン材料

・ 　 スチールタ イプ　 ・ 　 アルミ ニウムタ イプ　

・ 　 ファ イバーグラスタ イプ

型式及び機構

耐風圧強度　 （ 　 　 　 Pa以上）

開閉方式

・ 　 バランス式　 ・ 　 チェ ーン式　 ・ 　 電動式

収納形式

・ 　 スタ ンダード 形　 　 ・ 　 ローヘッ ド 形　

・ 　 ハイリ フト 形　 　 　 ・ 　 バーチカル形

・ 　 溶融亜鉛めっき鋼板　 　 ・ 　 ステンレス鋼板

ガイド レール

・ 　 上部電動式（ 手動併用） 　 ・ 　 手動式                         

スラッ ト の材質及び形状                                  

・ 　 インタ ーロッ キング形　 ・ 　 オーバーラ ッ ピング形               

( 5. 12. 2( a) )

( 5. 12. 2( b) )

17　 ガラ ス留め材

18　 ガラ スブロ

　 ッ ク積み

・ 　 フロート

　 板ガラ ス

・ 　 網入り 板

　 ガラス

・ 　 線入り 板

　 ガラス

　 ガラス

種別 材料板ガラスの種類及び厚さ 等

・ 　 合わせ

　 ガラス

・ 　 強化

　 ガラス  

・ 　 熱線吸収

・ 　 複層

　 板ガラ ス

　 ガラス

・ 　 熱線反射

　 ガラス

　 ガラス 皮膜

・ 室内側

・ 室外側

板ガラス

ガラ ス留め材

アルミ

建具の種類

ニウム製  ケッ ト  

・  ガス

種　 　 　 　 　 類

・  シーリ ング材

鋼製 

・  シーリ ング材　

・  シーリ ング材　 ・  ガスケッ ト

ステンレス製 

・  ガスケッ ト

ガラ スブロッ ク

　 表面形状、 寸法、 厚さ 　 　 ※　 図示

　 金属枠、 補強材　 　 ※　 図示

　 化粧カバー　 　 ※　 図示

工法

　 ・ 　 図示

１ 一般事項
( 6. 1. 3( b) )

( 6. 1. 3( c) )

( 6. 1. 3( f ) )

６

内

装

改

修

工

事

( 6. 2. 2( a) ( 1) )

( 6. 2. 2( a) ( 2) )

( 6. 2. 2( c) )

( 6. 3. 2)

３ 　 既存壁撤去、

  下地補修

２ 　 既存床撤去、

　 下地補修

（ ・ 図示による　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ ・ 図示による　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 行う 　 ・ 　 行わない

浮き、 欠損部等による下地モルタ ルの撤去

既存床仕上げ材の除去等

合成樹脂塗り 床材の除去等

・ 　 機械的除去工法　 ・ 　 目荒し 工法

改修後の床の清掃範囲

※　 施工範囲及び施工によっ て汚れが生じ た範囲　 　

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

既存間仕切壁の撤去に伴う 他の構造体の補修工法

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 床 

・ 　 壁 

・ 　 天井

改修部分 改　 　 修　 　 範　 　 囲
図示による

図示による

図示による

既存間仕切壁の撤去に伴う 取り 合い部分の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う 取り 合い部の天井改修範囲

天井の撤去に伴う 取り 合い部の壁面改修

( 6. 5. 1( c) )

( 表6. 5. 1)

４ 　 木下地等

( 6. 5. 2( a) ( 1) )

( 表6. 5. 2)

( 6. 5. 2( a) ( 2) ( ⅱ) )

( 6. 5. 2( a) ( 2) ( ⅲ) )

( 表6. 5. 3)

( 6. 5. 2( a) ( 2) ( ⅳ) )

木材の含水率（ 工事現場搬入時、 質量比）

保存処理木材　 　 ※　 図示による

構造材及び下地材の等級　

表面仕上げ　   ・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種　 ・ 　 Ｃ 種

　 ※　 改標仕6. 5. 2( a) ( 2) ( ⅲ) による　 　 ・ 　

造作材の等級

　 ※　 A種　 　 ・ 　 B種

部材名称

※　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種

※　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種

種　 　 別

造作材 ※　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種

下地材 

構造材

( 6. 5. 2( a) ( 3) )

( 6. 5. 2( b) ( ⅰ) )

( 6. 5. 2( b) ( ⅱ) )

( 6. 5. 2( c) )

　 天井下地

( 表6. 6. 1)

５ 　 軽量鉄骨

 ( 6. 6. 2)

 ( 6. 6. 3)

樹種

部位 樹種 県産材

代用樹種の使用　 ・ 禁止する　 ・ 禁止し ない　

集成材等

・ 　 構造用集成材構造用集成材又は単板積層材

・ 　 造作用集成材、 化粧ばり 造作用集成材又は単板積層材

・ 　 床張り 用合板等

・ 　 防腐処理

　 　 　 種類品質等（ 　 　 　 　 ）

・ 　 防蟻処理

　 　 　 種類品質等（ 　 　 　 　 ）

野縁等の種類

・ 　 屋内　 　 　 ※　 19形　 ・ 　 25形

・ 　 屋外　 　 　 ・ 　 19形　 ※　 25形

形式及び寸法

　 ・ 　 屋外　 　 　 　 　 　 ※　 図示

　 ・ 　 耐震天井　 　 　 　 ※　 図示

　 ・ 　 ふと こ ろ＞3m　 　 ※　 図示

既存埋込みインサート

　 ・ 　 使用する　 ・ 　 使用し ない

既存埋め込みインサート 、 あと 施工アンカーの引き抜き試験

　 ・ 行う 　 ・ 　 行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

部材

名称
品名

強度

等級

材面の

品質

接着

性能
樹種名

寸法又

は厚さ

部材

名称

面材の

品質
樹種名 防虫処理

寸法又

は厚さ

名称

部材
樹種名

接着

の程度
等級

板面の 防虫処

理等品質
厚さ

　 壁下地

 スタ ッ ド 、 ランナーなどの種類６ 　 軽量鉄骨

( 6. 7. 2)

( 6. 6. 4( a) ( 1) )

　 ※　 図示

７ 　 ビニル床

　 シート 、 ビニ

　 ル床タ イル

　 及びゴム床

　 タ イル張り

( 6. 8. 2( c) ( 1) )

( 6. 8. 2( b) )

( 6. 8. 2( a) )

( 6. 8. 2)

( 6. 8. 2( c) ( 3) )

( 6. 8. 2( c) ( 2) )

( 6. 8. 3( a) )

( 6. 8. 3( b) )

下地 　

工法

・   モルタ ル下地　 ・   木下地

・   その他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ビニル床シート 張り

ユリ ア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒ ド の発散量

※　 Ｆ ☆☆☆☆　 　 ・ 　 Ｆ ☆☆☆

熱溶接工法　 ・   適用する　 ・   適用し ない

備　 　 　 考色　 　 　 　 柄 厚　 さ

備　 　 　 考厚　 さ種　 　 　 　 類

備　 　 考厚　 さ性　 　 　 能種　 　 　 類

備　 　 考形　 　 　 状種　 　 　 類

備　 　 考厚　 さ性　 　 　 能種　 　 　 類

・ 　 ビニル床シート 　 【 JI S A 5705（ ビニル系床材） 】

材料

・   ビニル床タ イル　 【 JI S A 5705（ ビニル系床材） 】

・   帯電防止床シート 、 床タ イル

・   視覚障害者用床タ イル

・   耐動荷重性床シート

　 ト 敷き

( 表6. 9. 1)

( 表6. 9. 2)

８ 　 カーペッ

( 6. 9. 3)

( 6. 9. 3( a) )

( 6. 9. 3( b) )

( 6. 9. 3( d) )

９   合成樹脂

( 6. 9. 4) ( e) )

　 塗床

( 6. 9. 3) ( e) )

( 表6. 10. 4～6. 10. 7)

( 6. 10. 3( c) )

( 表6. 10. 3)

( 6. 10. 3( b) )

　 ング張り

10　 フローリ

( 表6. 11. 1)

( 6. 11. 4)

品質の程度

  電圧

　 3KV以下

・  ループパイル

・  カッ ト 、 ルー
・  B種

帯電性パイル形状

※ 人体耐

・  C種 

  プ併用 

種別

・  A種
・  カッ ト パイル ・

・

  電圧   着工法

※ 全面接

　 3KV以下

　 パイル、 ループ

・  レベルルーフ

・  ループパイル

※ 人体耐

程度
工　 法帯電性

パイル

( ㎜)

パイル形状

　 併用 

品質の

・  カッ ト パイル ・

・

・

・  グリ ッ

  3KV以下

※ 人体耐電圧

備　 　 　 考帯　 電　 性厚さ ( ㎜)

・

・

パイル形状 

※ ループパイル

・  カッ ト パイル

  し ない
※ 6. 5

程度

品質の

( Ω)

電気抵抗

( ㎜)

総厚さ寸法

( ㎜)
 ※ 

500×
・  適用

500

・

・
・

・

　 パー工法

長

平　 場

階段部分

※ 市松敷き　 ・  模様流し ・

・  市松敷き　 ※ 模様流し ・

・    

備　 　 　 考大きさ厚さ樹　 種

303×30315※ なら  辺材部分には、 防虫処理を行う

　 品質の程度欄に記載し た商品名は、 品質の程度を示すための

参考商品名である。 （ 以下同様）

・ 　 織じ ゅう たん

・ 　 タ フテッ ド カーペッ ト

・ 　 ニード ルパンチカーペッ ト

・ 　 タ イルカーペッ ト

下敷き材　 ※　 第2種第2号、 厚さ 8mm　 　 ・ 　

・ 　 敷き方

弾性ウレタ ン塗り 床の仕上げ種類、 工程

※　 平滑仕上げ　 ・ 　 防滑仕上げ　 ・ 　 つや消し 仕上げ

エポキシ樹脂塗り 床の仕上げ種類

・ 　 樹脂モルタ ル仕上げ（ ・ 平滑　 ・ 防滑） 　 ・ 　 防滑仕上げ

フローリ ングブロッ ク ( 単位: ㎜)

・ 　 モルタ ル埋込み工法

( 6. 11. 5)

( 表6. 11. 3)

( 6. 11. 6)

( 表6. 11. 1)

( 表6. 11. 2)

( 表6. 11. 4)

・  Ａ 種

・  ２ 種 ・  Ｂ 種

※ Ｃ 種 

樹　 種種　 別類　 別材　 　 　 　 料

・  ３ 種 

  （ 根太張用）    

  （ 根太張用）  

・  フ ローリ ングボード

・  複合フ ローリ ング
・  １ 種

 ※なら

・

・  

  （ 直張用）   

・  モザイクパーケッ ト

樹　 種材　 　 　 　 　 種

大きさ厚　 さ樹　 種材　 　 　 　 　 種

  （ 直張用）  

　 （ 直張用）

※ なら

・  フ ローリ ングボード

・  フ ローリ ングブロッ ク

・ ・ ・

大きさ厚　 さ

・  複合１ 種フローリ

  ング（ 直張用）   

・  複合２ 種フローリ

  ング（ 直張用）   

・  複合３ 種フローリ

  ング（ 直張用）   
※Ｃ 種

・ Ｂ 種

・ Ａ 種

・ 　 釘留め工法

・ 　 接着工法

( 6. 11. 7( b) )

( 6. 12. 2)

( 表6. 12. 1)

11　 畳敷き

12　 石膏ボード その

他のボード 及び合板

張り

( 6. 13. 2)

( 表6. 13. 1)

塗装

※  ウレタ ン樹脂ワニス塗り （ １ 液形、 Ｂ 種）

・   生地のままワッ クス塗り

種別　 ・ 　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種　 ・ 　 Ｃ 種　 ・ 　 Ｄ 種

・   オイルステイン塗り のう えワッ クス塗り

 厚さ （ ㎜）規格、 区分等

壁

天
井

種　 　 　 類

・　型板強化

便所 12mm

・ 12.5(不燃)

・ 9.5(準不燃) 

( 6. 8. 2( e) )

備　 　 　 考厚　 さ色　 　 　 柄

・   ゴム床タ イル

監督員との協議による 2. 0㎜

13　 軽量シャ

14　 オーバーヘッ ド

15　 ガラ ス

TITLE №SCALEDRAWING TITLE
設　計　者

原図： Ａ ２

・  硬質せっ こ う ボード  

・ ﾄﾗﾊ゙ ﾁーﾝ模様

・ 木目模様 ※ 9. 5( 準不燃)

・ ふつう

・ 立体模様

※ﾀｲﾌﾟ Ⅱ0. 8FK

※ 9

　 う ボード

・  化粧せっ こ

・  ロッ クウール

　  化粧吸音板

・  けい酸カルシ

   ウム板

壁

壁・  耐水せっ こ う ボード  

壁

天
井

・ 9.5(準不燃) 
・ シージング

　せっこうボード 
・ 12.5(準不燃)

・ 9.5(準不燃）

※ 12.5(準不燃）

※ 12.5(不燃）

　 ・ 　 継目処理　 　 ・ 　 突付け　 　 ・ 　 目透し

( 6. 13. 2) ( h)

( 6. 13. 3) ( e) ( 3)

( 6. 13. 3) ( g) ( 1)

( 表6. 13. 5)

13　 壁紙張り

( 6. 14. 2) 品質の程度施　 工　 箇　 所 防火性能
・ 不燃　 ・ 準不燃

・ 不燃　 ・ 準不燃

・ 不燃　 ・ 準不燃

遮音シール材

　 ・ シーリ ング材　 ・ 　 ジョ イント コ ンパウンド

合板類の張付け

　 ・ 　 A種　 　 ・ 　 B種

せっこ う ボード の目地工法

14　 モルタ ル

　 塗り

( 6. 15. 3)

既成目地材

 ・ 　 使用する（ 形状　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

15　 タ イル貼り

( 6. 16. 3) ( a) ( 3)

( 6. 16. 2)

( 6. 16. 3)

( 9. 5. 3)

16　 セルフレべ

　 リ ング材塗り

( 6. 17. 2)

タ イルの種類　 　 　 　 　

見本焼き　 ・ 　 行う 　 ※　 行わない

断熱材現場発泡工法（ 吹付硬質ウレタ ンフォーム）

・ 　 せっこ う 系　 　 ・ 　 セメ ント 系

塗厚　 　 　 mm

伸縮調整目地

 位置　 ・ 　 図示　

施
工
箇
所

形
状
寸
法

工
法

区分

Ⅰ
類(

磁
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅲ
類(

陶
器)

う
わ
ぐ
す
り

役
物

耐
薬
品
性

特
注
色

　 ーフド レン回り の床版下等、 部分

　 的に後張り と し なければなら な

　 い箇所             

厚さ （ ㎜）難燃性 施　 工　 箇　 所

・  

※　 窓回り 等の断熱材補修部分、 ル

・

※Ａ 種１

・ Ａ 種２

・ Ａ 種３

・  

( 9. 5. 2)

17　 断熱材

断熱材打込み工法     　 　 　 　

　 上記保温材は、 特定フロンを含まないものと する。

種類　 　 ※　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種

　 チレンフ ォーム

　 フォ ーム

・  硬質ウレタ ン

・  押出法ポリ スチ

・  フ ェ ノ ールフ ォ

　 ーム   

・  ビーズ法ポリ ス ・  

・  25　 ・ 　

・ 保温板3種b

・ 保温板2種b 

　 レンフォ ーム 

・  ・  

・  25　 ・          

・  

厚さ （ ㎜）種　 　 別種　 　 類 施工箇所

・ グラスウール厚50　24kg/㎡

試験張り 　 ・ 　 行う 　 ※　 行わない

・　薄膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）　・　厚膜流し展べ仕上げ

一級建築士事務所

三重県登録第1-739号 藤川設計株式会社
管理建築士　一級建築士 第222551号　田中　富士夫

一級建築士
第222551号
田中富士夫

・　鉛入り

※ 9.5(不燃)

・ 9.5(不燃）

・ 鉛入り石膏ボード 鉛2㎜厚
壁

天井

・  12. 5

・  ビニル巾木　H=100

Ｘ線室,処置室,廊下

・ 12.5　　・　9.5

Ａ－０３津市家庭医療クリニック設置に伴う

津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

中級品

16.0mm

建築　特記仕様書３

・ 14.5 　　　　　・　9.5



・ SD390

　 ボード 面 

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項章 項目 特記事項

１ 　 材料７

塗

装

改

修

工

事

( 7. 1. 3) ( b)

※　 屋内の壁、 天井仕上げは防火材料と する。 　 　

・ 　 次の箇所を除き防火材料と する。 （ 箇所　 　 　 　 　 　 　 ）

２ 　 下地調整

 ( 7. 2. 2～7. 2. 7)

( 表7. 2. 1～7. 2. 7)

種別　 　

・  コ ンクリ ート 、 ALCパネル

・  コ ンクリ ート 、 押出成形

・  せっ こ う ボード 、 その他

・  RA種 ※ RB種 ・  RC種    

・  RA種 ※ RB種 ・  RC種

・  RA種 ※ RB種 ・  RC種    

・  RA種 ※ RB種 ・  RC種    

・  RA種 ・  RB種 ・  RC種    

・  RA種 ※ RB種 ・  RC種    

・  RA種 ※ RB種 ・  RC種    

・  木部 

・  鉄鋼面 

・  モルタ ル、 プラ スタ ー面 

　 セメ ント 板面 

  面

種　 　 　 　 　 別下　 　 地

・  亜鉛めっき鋼面

３ 　 錆止め

　 塗料塗り

( 7. 3. 2)

 ( 7. 3. 3)

( 表7. 3. 3～7. 3. 4)

( 表7. 3. 1)

４ 　 合成樹脂

　 調合ペイン

( 7. 4. 3～7. 4. 5)

( 表7. 4. 1～7. 4. 3)

( 7. 4. 2)

　 ト 塗り ( SOP)

塗料種別 

　 亜鉛めっき面　 　 ・ 　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種　 ※　 Ｃ 種

　 鉄鋼面　 　 　 　 　 ・ 　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種　 ※　 Ｃ 種

錆止め塗料塗り 種別　 　 　 　  

種別　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       

塗料種別　 　 　 　 　 ※　 １ 種　 ・ 　   　

　 鉄骨部材については現場１ 回、 工場１ 回と する

・ 鉄鋼面

・ 亜鉛めっき鋼面

　 　 屋外　 Ａ 種

　 　 屋内　 ・ 　 Ａ 種　 　 ・ 　 Ｂ 種

　 　 ※　 Ａ 種　 ・ 　 Ｂ 種　 ・ 　 Ｃ 種

下　 　 地

・  木部 

・  鉄鋼面 

・  Ａ 種　 ・  Ｂ 種　 ・  Ｃ 種

・  Ａ 種　 ※ Ｂ 種　 ・  Ｃ 種

・  Ａ 種　 ・  Ｂ 種　 ・  Ｃ 種

種　 　 　 別

・  亜鉛めっ き鋼面 

( 7. 5. 2)

５ 　 ク リ ヤラ

　 ッ カー塗り ( CL)

( 表7. 5. 1)

木部　 　 ・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種

種別

　 樹脂エナメ

( 7. 6. 2～7. 6. 3)

( 表7. 6. 1～7. 6. 2)

６ 　 フ タ ル酸　 　

　 ル塗り ( FE)

種別　  　 　 　

・  木部 

下　 　 地

・  鉄面及び亜鉛めっき鋼面 

適　 　 用

( 表7. 6. 1参照)

( 表7. 6. 1参照)

　 樹脂系非水

７ 　 アクリ ル

( 7. 7. 2)

( 表7. 7. 1)

　 分散形塗料( NAD)

種別　  　  

・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種　 　

( 7. 8. 2)

８ 　 耐光性塗料塗

　 り ( DP)

( 7. 8. 4)

( 表7. 8. 1) ～

( 表7. 8. 3)

上塗り 等級

　 ・ １ 級（ フッ 素系） 　 ・ ２ 級（ ｼﾘｺﾝ系） 　 ・ ３ 級（ ﾎ゚ ﾘｳﾚﾀﾝ系）

下地 種　 別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コ ンク リ ート 面及び

押出成形セメ ント 板面

・ Ａ 種　 　 　 ・ Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種

・ Ａ 種　 　 　 ・ Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種

・ Ａ －１ 種　 ・ Ａ －２ 種

・ Ｂ －１ 種　 ・ Ｂ －２ 種

・ Ｃ －１ 種　 ・ Ｃ －２ 種

　 　 イント 塗り

９ 　 つや有合成樹脂

　 　 エマルショ ンぺ

　 　 ( EP-G)

( 7. 9. 2～5)

( 表7. 9. 1～4)

下地 種　 別

コ ンク リ ート 、 モルタ ル、

プラスタ ー、 せっ こ う ボ

ード 、 その他ボード 面

・ Ａ 種　 　 　 ※Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種

し み止め（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

木部（ 屋内）

鉄鋼面（ 屋内）

亜鉛めっき鋼面（ 屋内）

・ Ａ 種　 　 　 ※Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種

・ Ａ 種　 　 　 ※Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種

・ Ａ 種　 　 　 ※Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種

種別

　 エマルショ

　 ンペイント

( 7. 10. 2)

( 表7. 10. 1)

　 塗り ( EP)

10　 合成樹脂

　 し み止め　 （ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種　 ・ 　 Ｃ 種

種別

　 エマルショ

　 ン模様塗料

11　 合成樹脂

　 塗り ( EP-T)

( 7. 11. 2)

( 表7. 11. 1～3)

種別

・ 　 Ａ 種　 　 ※　 Ｂ 種　 　 ・ 　 C種

　 樹脂ワニス

12　 ウレタ ン

　 塗り ( UC)

( 7. 12. 2)

( 表7. 12. 1)

・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種　

種別

　 　 ( OS)

( 7. 13. 2)

13　 ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り ( 表７ ． １ ３ ． １ 参照)

14　 木材保護塗料

　 塗り ( WP)

( 7. 14. 2)

( 表7. 14. 1)

種別

・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種　

８
の
１

（ 一般事項）

１  適用範囲

( 8. 1. 1)

( 8. 1. 1)

( 8. 1. 2)

工事内容

　 ・ 　 現場打ち鉄筋コ ンク リ ート 壁の増設工事

　 ・ 　 鉄骨ブレースの設置工事

　 ・ 　 柱補強工事（ 鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

　 ・ 　 柱補強工事（ 連続繊維補強工法）

　 ・ 　 耐震スリ ッ ト 新設工事

　 ・ 　 免震改修・ 制震改修工事

工事種別

　 　 　 破壊部分の補修）

　 ・ 　 施工調査（ 施工計画調査、 施工数量調査、 調査のための

　 ・ 　 撤去工事（ 設備機器配管及び仕上げの取り 壊し 、 撤去

　 　 　 （ 下地の一部又は全てを含む） 、 構造体のはつり ）

　 ・ 　 鉄筋工事

　 ・ 　 あと 施工アンカー工事

　 ・ 　 コ ンクリ ート 工事

　 ・ 　 鉄骨工事

　 ・ 　 グラウト 工事

　 ・ 　 連続繊維補強工事

　 ・ 　 スリ ッ ト 新設工事

　 ・ 　 免震改修、 制震改修工事

　 ・ 　 柱補強工事（ 溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

（ 施工調査）

２  施工計画調査 施工計画調査

( 1. 2. 4)

( 1. 3. 1)

( 1. 5. 1)

( 1. 2. 2) 記録事項等内容項　 目

記録事項等内容項　 目

施工数量調査３  施工数量調査

( 1. 5. 2)

( 既存部分の撤去等)８
の
２ 　  の撤去

１  既存仕上げ等

( 8. 20. 2)

( 8. 21. 2)

( 8. 22. 2)

( 8. 19. 2)

( 8. 20. 2)

( 8. 21. 2)

( 8. 22. 2)

( 8. 19. 2)

　  撤去

２  既存構造体の

( 8. 19. 2) ( 8. 20. 2)

( 8. 21. 2) ( 8. 22. 2)

( 8. 21. 2) ( 8. 22. 2)

( 8. 19. 2) ( 8. 20. 2)

( 既存部分の処理)

　  目荒らし

　  ク リ ート の表層

３  既存構造体コ ン

( 8. 21. 3)

( 8. 20. 3)

( 8. 19. 3)

既存仕上げ等の撤去

　 撤去の範囲

　 　 ※　 図示

　 　 ・ 　 新設のコ ンクリ ート 、 モルタ ル、 グラウト 材、 鉄骨、

　 　 　 　 連続繊維に接する部分

　 　 ・ 　

　 撤去範囲　 　 ※ 図示　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

既存設備機器、 配管撤去、 新設、 移設等処置

　 本工事の範囲

　 　 ・ 　 本工事の範囲と し て図示さ れた設備機器及び配管、 盤類の

　 　 　 　 撤去及び処分

　 　 　 　 し ない。

　 　 ※  設備機器及び配管、 盤類の撤去及び処分は本工事の範囲と

　 　 ・ 　

　 撤去範囲　 　 ※ 図示　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 ・ 　 既存コ ンク リ ート 撤去範囲に面する部分

既存構造体の撤去

　 撤去範囲　 　 ※ 図示　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）  

はつり だし た鉄筋及び鉄骨の処置

既存鉄筋コ ンク リ ート 内の鉄筋の切断

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ※　 コ ンクリ ート 等を除去し 鉄面を表す。

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 目荒ら し 範囲

　 　 ※　 既存コ ンク リ ート と の打継ぎ面全面

　 　 ※　 既存コ ンク リ ート と モルタ ル又はグラウト 材の充填部の接合面

　 　 ※　 図示　 　 　 ・ ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

　 目荒ら し 程度

　 　 　 　 施す

　 　 ※　 平均深さ 5～10㎜で最大深さ 15㎜程度の凹凸を100㎜間隔程度で

　 　 ※　 図示　 　 　 ・ ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

　 ※　 鉄筋に損傷を与えないよう 適切な養生を施す。

はつり だし た鉄筋の処置

はつり だし た鉄骨の処置

既存構造体コ ンクリ ート 面の表層目荒らし

・ 既存鉄筋は切断せず

　 残す

・ コ ンク リ ート の撤去

　 範囲の周囲より 一定

　 長さ を残し 切断する

※図示　 　 ・ 全ての撤去部分

・ 　 　 　 　 ・ 適用なし

鉄筋の切断 範　 囲 適用

※図示　 　 ・ 全ての撤去部分

・ 　 　 　 　 ・ 適用なし

・ コ ンク リ ート 撤去範

　 囲の鉄筋は切断する 

８
の
３

１ 　 鉄筋

( 表8. 2. 1)

( 8. 2. 1)

２ 　 溶接金網

( 8. 2. 2)

３  鉄筋の継手

( 8. 3. 4)

４ 　 各部配筋

５  ガス圧接

( 8. 3. 8)

( 8. 20. 7)

( 8. 19. 6)

( 現場打ち鉄筋ｺﾝｸ

 置工事)

 ﾘ ﾄーの増設工事及

 び鉄骨ﾌﾞ ﾚー ｽの設

６  割裂補強筋

 事項)

( ｺﾝｸﾘ ﾄー工事一般

 　 及び強度

１  ｺﾝｸﾘ ﾄーの種類

( 8. 1. 3)

８
の
４

材料( 表8. 2. 1) による

網目の形状寸法及び鉄線の径

※　 図示

圧接完了後の試験

　 超音波探傷試験

　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない

割裂補強筋の適用

普通ｺﾝｸﾘ ﾄーの設計基準強度

※ Ⅰ種　 　 　 ・ Ⅱ種

ﾚﾃ゙ ｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄーの種別

Fc( N/ｍ㎡)

設計基準強度
適用範囲

種類 材料 材種 径

ﾋﾟ ｯﾁ

本数, 適用

箇所

※SR235

　 用棒鋼

※鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー ※6φ ｽﾊ゚ ｲﾗﾙの ※図示

　 ﾗﾙ筋

※ｽﾊ゚ ｲ

※鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー

　 用棒鋼

 ( 異形鉄筋)

※SR295A ※D10

筋

壁内方向

<      >

向筋

壁面外方

<      >

　 ご筋

※はし

・ SD295A

・ SD345

・ 　

種　 別 径　 ( ㎜)

網目の形状寸法 鉄線の径( mm)

※D29以上

※D19～D25

※D16以下

径 部位

重ね継手

ガス圧接

※　 D16以下

※　 D19以上

８
の
５

( あと 施工ｱﾝｶー )

( 8. 2. 4)

 　 材料

１  あと 施工ｱﾝｶー の

( 表8. 2. 2)

種　 　 類

・ 金属系　 セッ ト の方式　 ※本体打込み式( ・ 改良型・ 従来型)

図示

・ 21+Ｓ

・ 9φ 径( mm)

ｽﾊ゚ ｲﾗﾙの

ﾋﾟ ｯﾁ( mm)

<      >

<      >

・ D6 120

50

躯
　
体
　
改
　
修
　
工
　
事
　
　
共
通
事
項

躯
　
体
　
改
　
修
　
工
　
事
　
　
撤
去
工
事

躯
　
体
　
改
　
修
　
工
　
事
　
　
鉄
筋
工
事

躯
　
体
　
改
　
修
　
工
　
事
　
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

躯
　
体
　
改
　
修
　
工
　
事
　
　
あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

15　 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り

( 7. 15. 2)

( 表7. 15. 1)

種別

・ 　 Ａ 種　 ※　 Ｂ 種　

・ 接着系　 カプセル型　 　 　 　 　 ※有機系　  ・ 無機系

 　 の施工

２  あと 施工ｱﾝｶー

( 8. 11. 4)

( 8. 11. 5)

 の増設工事)

( 場所打ちｺﾝｸﾘ ﾄー壁

３  シアコ ネクタ

( 8. 2. 4)

( 8. 3. 4)

( 8. 7. 9)

穿孔

　 埋込み配管等の探査の範囲及び方法

　 範囲　 　 ※ 図示　 　 ・ あと 施工アンカー施工部分全て

　 　 　 　 　 ・ (                    )

　 　 　 　 　 　 　 、 配管類の位置に墨出し を行う 。

   　 ・ 実施する　 　 　 ・ 実施し ない

 あと 施工アンカーの施工確認試験

　 　  ※( 8. 11. 5) による　 　 ・ (                )

   確認強度

　  確認試験方法

　  　 ・ (                              )

場所打ちコ ンク リ ート 壁の打増部に用いる既存部と のシアコ ネクタ

　 種類　 　  ※ 金属系あと 施工アンカーの異形差筋アンカー

　 　 　 　 　  ・  接着系あと 施工アンカーの異形差筋アンカー

　 長さ ( mm)  ※ 増打壁厚－４ ０ 　 　 ・ （                  ）

  彫込み深さ ( mm)

           ※ ５ ｄ ( d:  ｼｱｺﾈｸﾀの径) 以上  (              )

  間隔( mm)  ※ ５ ０ ０ ×５ ０ ０

　 　  ※ 兼用し てもよい　 ・ 兼用し ない　 ・ (              )

　 シアコ ネクタ と セパレータ ーの兼用

　 径( mm)    ※ Ｄ １ ０

　方法　　・ 鉄筋探知機(金属探知機)により検査し、鉄筋

・ はつり出しによる。

・(                             )

※図示　 　 ・ 全ての撤去部分

・ 　 　 　 　 ・ 適用なし

スラブ

TITLE №SCALEDRAWING TITLE
設　計　者

原図： Ａ ２

・ 21

一級建築士事務所

三重県登録第1-739号 藤川設計株式会社
管理建築士　一級建築士 第222551号　田中　富士夫

一級建築士
第222551号
田中富士夫

土間コンクリート　変圧器基礎

津市家庭医療クリニック設置に伴う

津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事
Ａ－０４

( 表8. 10. 1)

( 8. 10. 1)

( 8. 1. 3)

( 普通ｺﾝｸﾘ ﾄー)

( 8. 2. 5) ( 表8. 2. 3)

　 材料

２  普通ｺﾝｸﾘ ﾄーの

 巻き工法)

 溶接金網巻き工法

 及び溶接閉鎖ﾌ ﾌーﾟ

( 8. 19. 8) ( 8. 21. 5)

 　 工法等

( 現場打ち鉄筋ｺﾝｸﾘ

 ﾄー壁の増設工事、

３  ｺﾝｸﾘ ﾄーの打込み

( 8. 21. 5)

軽量ｺﾝｸﾘ ﾄーの設計基準強度

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※ 普通ポルト ランド セメ ント 又は混合セメ ント のＡ 種

セメ ント の種類

骨材

　 アルカリ シリ カ反応性による区分

　 　 ※　 Ａ Ｌ （ コ ンクリ ート 中のアルカリ 総量を規制）

　 　 ・ 　 Ａ （ 安全と 認めら れる骨材を使用）

　 　 　 なお、 ALで規制できない場合は、 Aと し 、 その試験は、 施工

　 　 着手前、 工事中１ 回／６ ヶ 月かつ産地が変わった場合に信頼でき

　 　 る試験機関で行い、 試験に用いる骨材の採取は、 請負者立ち会い

　 　 のも と 、 試験を行う 者が生コ ン工場のスト ッ クヤード から試料を

　 　 採取し て試験を行う こ と 。

部位別のコ ンク リ ート の打設工法の指定

柱頭柱脚の隙間部間の型枠

　 ※ 発泡プラ スチッ ク保温材等を埋込む

　 ・  (                               )

柱頭柱脚の隙間寸法

　 ※ 図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

あと 打ちコ ンク リ ート 又はモルタ ルの厚さ

　 ※ 図示　 　 　 ・ ６ ０ mm       ・ (                )

・ 流込み工法

・ 圧入工法

・ 　

・ 工法指定なし

補強工法 打設工法 部位

・ 全ての増設壁

・ 図示　 　 ・ 　

・ 全ての増設壁

・ 図示　 　 ・ 　

・ 全ての増設壁

・ 図示　 　 ・ 　

・ 図示　 　 ・ 　

巻き工法

及び溶接閉鎖ﾌ ﾌーﾟ

溶接金網巻き工法

鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー柱の

・ 流込み工法

・ 圧入工法

・ 工法指定なし

・ 　

・ 全ての増設壁

・ 図示　 　 ・ 　

・ 全ての増設壁

・ 図示　 　 ・ 　

・ 全ての増設壁

・ 図示　 　 ・ 　

・ 図示　 　 ・ 　

現場打ち鉄筋ｺﾝｸ

ﾘ ﾄー壁の増設工事

( 8. 19. 8( a) ( 1) 及び( b) )

( 8. 19. 8( a) ( 2) 及び( c) )

( 8. 19. 8( a) ( 1) 及び( b) )

( 8. 19. 8( a) ( 2) 及び( c) )

Fc( N/ｍ㎡)

設計基準強度

・ 1種　 ・ 2種

適用範囲種　 別

・ 18

※SL-18とする。

建築　特記仕様書４
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図面名称
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田中　富士夫

工事名称
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昭和橋
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敷地境界線

敷地境界線
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線 中庭
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上る
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合併浄化処理
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道路境界線

ゲートボール場

美杉高齢者生活福祉センター
生活支援ハウス棟

配置図　1/500付近見取図

Ｎ

A2：1/500

A3：1/710 Ａ－０５

DN

UP

※資材搬入時のみ

工事車両駐車場

：コーン＋バー

：改修建物

工事車両駐車場

※休工日等は開放すること。

※資材搬入時は、コーン＋バーを盛り替えること。

美杉高齢者生活福祉センター
デイサービス棟

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

付近見取図・配置図

津市美杉高齢者生活福祉センター

国道３６８号

津市立美杉小学校

津市白山消防署美杉分署

工 事 場 所

：交通誘導員(資材搬入時のみ)
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改修後　１階　平面図

処置室

Ｘ線室
便所

診療室
処置室

受付・調剤室

改修前後　１階　平面図
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Ｈ

Ｉ

６ ７ ５ ６ ７

Ｉ

Ｈ

Ａ－０６

改修前　１階　平面図

目張り養生とも

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

休憩室

仮設間仕切壁新設　木製片開フラッシュ戸W900×H2000新設（内1か所鍵付き）

便所

屋外 屋外

集会室

★

★

★ ：化学濃度測定箇所（2箇所）



１

便所
CH2400

木製下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去

A2：1/50
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★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

図面名称
一級建築士登録　２２２５５１

田中　富士夫A3：1/71

工事名称

室　名

居室（個室）

居室前室

居室便所

居室押入

廊下

床

コンクリート金鏝押えビニル床シートt=2.0撤去

転ばし床組シナ合板t=5.5撤去

コンクリート金鏝押えビニル床シートt=2.0一部撤去

巾木 壁

PBt=12.5GL張ビニルクロス張一部撤去

木製下地シナ合板t=5.5張一部撤去雑巾摺り撤去

PBt=12.5GL張ビニルクロス張一部撤去

木製下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去

木製下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去

木製下地シナ合板t=5.5張一部撤去

天井

LGS下地杉柾化粧石膏ボードt=9.0撤去

LGS下地化粧石膏ボードt=9.0撤去

LGS下地化粧石膏ボードt=9.0撤去

LGS下地化粧石膏ボードt=9.0撤去

コンクリート金鏝押えビニル床シートt=2.0撤去

転ばし床組ヒノキフローリングt=12.0撤去

転ばし床組ラワンベニヤt=12.0畳敷t=55撤去

転ばし床組ヒノキフローリングt=12.0撤去 雑巾摺り撤去

畳寄せ

木製巾木H=100撤去

雑巾摺り撤去

ソフト巾木H=100撤去

天井高

2400

2500

2400

2500

備考

天袋撤去

木製廻縁撤去

内部仕上表

集会室 既設流し台、ガス台撤去

410 290 670

居室（個室）

ＦＬ+150
ＦＬ+150

居室

ＦＬ±0

ＦＬ+120

ＦＬ±0
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ＦＬ-100
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～2500

CH2500

1,200

870 65 870 1,830 900
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2,130 850 620

LGS下地杉柾化粧石膏ボードt=9.0撤去

LGS下地化粧石膏ボードt=9.0撤去

木製下地シナ合板t=5.5張一部撤去

天井仕上
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385 1,530 135 135 1,530 385 385 423 70 1,700 70 1,700 70 1,700 70 1,700 70 423 620

300 2,100 2
,0

00
7
00

1,
00

0
90

0
1,

80
0

9
00

40
0

4,
00

0
1
,7

00
2
,0

00

7
,7

00

ＰＳ

ＦＬ+120

前室

2
00

LGSW=65下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去

LGSW=65下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去

LGSW=65下地PBt=12.5+PBt=9.5ビニルクロス張一部撤去

65
65

6
35

65 65 1,175 65

既設流し台W1200×H800×D550撤去
ガス台W600×H800×D550撤去

洗面化粧台W=600撤去

洗面化粧台W=600撤去

CH2400

垂れ壁H=480撤去

コンクリート金鏝押えビニル床シートt=2.0一部撤去

木製手摺φ40L=800撤去

配線ピット用土間
コンクリートt=120撤去

押入

（天袋）
ＦＬ+150

1,750 550

4
50

押入

（天袋）
ＦＬ+150

55
0

Ａ－０７

塩ビ廻縁、室名札撤去

ミニキッチンW900×D500×H1900、物入棚、木製手摺φ40L=800撤去

平面詳細図　1/50

天井伏図　1/50

改修前　平面詳細図　天井伏図

100

洋便器撤去（機械設備工事）

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

押入 押入

改修前改修前　仕上表　平面詳細図　天井伏図

バックガード共

は、壁防火上主要な間仕切壁両面PBt=12.5+PBt=9.5　2重張部分を示す。

１
ＡＤ

ＡＤ
３

ＡＤ
４

2,130 620850

ＡＷＡＷ
ＡＷ

２ １

ＡＷ
３

ＡＤ
２

＊＊
＊ ガラスフィルム張り(飛散防止、不透明)を示す。
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★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

図面名称
一級建築士登録　２２２５５１

田中　富士夫A3：1/71

工事名称

室　名 床 巾木 壁 天井 天井高 備考

内部仕上表

操作室

Ｘ線室 ソフト巾木H=100新設

ソフト巾木H=100新設

廊下 2500薄塗モルタル塗ビニル床シートt=2.0一部新設 木製巾木H=100　CL塗一部新設
PBt=12.5GL張不燃ビニルクロス張一部新設

不燃ビニルクロス張一部新設

不燃ビニルクロス張新設

LGSW=65下地鉛石膏ボードt=14.5+石膏ボードt=9.5

+硬質PBt=9.5不燃ビニルクロス張一部新設

塩ビ回縁新設

床配線ﾋﾟｯﾄ、出入口扉(X線防護扉)新設

診察室 スチールパーテション、ステンレス製２層シンク新設

薄塗モルタル塗ビニル床シートt=2.0新設

薄塗モルタル塗ビニル床シートt=2.0新設

不燃ビニルクロス張新設

LGS下地鉛石膏ボードt=14.5+石膏ボードt=9.5

410 290 670

ＦＬ+150

居室押入

（天袋）
ＦＬ+180

ＦＬ±0

ＦＬ+120

ＦＬ±0

廊下

ＦＬ-100

ＦＬ±0
ＰＳ

処置室

診察室

5
5

55
78

ＰＳ

ＰＳ

スチールパーテション新設

ステンレス製新設

２層シンク新設W=1800

５

Ｈ

Ｉ

６ ７

特定防火設備（遮煙機能付）

薄塗モルタル塗ビニル床シートt=2.0一部新設

3
60

90
1,

52
5

ＰＳ

ＰＳ

５

Ｈ

Ｉ

廊下

CH2500

1,200

3,600

2,130 850 620

天井仕上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

LGS下地鉛石膏ボードt=14.5+石膏ボードt=9.5

不燃ビニルクロス張新設

廻縁は、塩ビ製とする。

Ｃ

168 683 2,628 123

１

１
ＳＤ

ＬＳＤ

2500

展開方向

Ａ面

Ｃ面

Ｄ面 Ｂ面

改修後　仕上表　平面詳細図　天井伏図

LGS下地不燃化粧石膏ボードt=9.5一部新設

LGS下地不燃化粧石膏ボードt=9.5新設
2550

Ｘ線室

1,
10

0
3,

50
0

LGS下地不燃化粧石膏ボードt=9.5新設

LGS下地不燃化粧石膏ボードt=9.5一部新設

155 1,810 70 1,810 155

2,050 4,000 2,050 1,600 2,280 1,240 3,880

8,100 9,000

935 1,700 900 965 1,700 935 140

3,600 4,500 1,600 7,400

8,100 9,000

900 630 70 1,700 70 1,700 70 1,700 70 630

20

7
15

9
00

3
85

1,
50

0

7,
70

0

2,
00

0
70

0
2,

30
0

2,
70

0

7,
70

0

385 1,530 135 135 1,530 385 385 423 70 1,700 70 1,700 70 1,700 70 1,700 70 423 620

70
0

3,
50

0
1,

10
0

4
00

1
,5

00
4
,2

00
2,

00
0

4,175 3,735 1,090

15
0

2,
00

0
70

0
4
00

2,
00

0

7,
70

0

1
,5

00
4
,2

00

965

180

ＰＳ

470

200

15
0

2,625 125

操作室
ＦＬ±0

20
0

305

既設LGSW=65下地面鉛石膏ボードt=14.5+PBt=12.5

LGSW=65下地PBt=12.5+硬質PBt=9.5

865 1,000 935 495
（有効開口850以上）

63
5

1,175

受付・調剤室

１
ＳＰ

180 125 65

6565

6
5

150

1,
12

0
1
,4

21
.5

94
0

8
20

46
0

3,735

90
8
37

8
20

94
0

2550

CH2550

CH2550
操作室

LGSW=65下地PBt=12.5不燃ビニルクロス張新設

PBt=12.5GL張不燃ビニルクロス張一部新設

85 700

ＬＳＤ
２

610 600 1,100

床：薄塗モルタル塗
ビニル床シートt=2.0新設

1,750

12
0
2
00

3
30ＬＷ

１

配線ピットW150H100

床：薄塗モルタル塗
ビニル床シートt=2.0新設

ＦＬ±0

Ｘ線室

156.5200

Ａ－０８

平面詳細図　1/50

天井伏図　1/50

改修後　平面詳細図　天井伏図

有
効

開
口

有
効

開
口

操作窓(鉛ｱｸﾘﾙ製)、床配線ﾋﾟｯﾄ、出入口扉(X線防護扉)新設

100

ハッチング部分は、改修範囲を示す。

は、壁防火上主要な間仕切壁両面PBt=12.5+PBt=9.52重張部分を示す。

改修部分の間仕切壁は、PBt=12.5+硬質PBt=9.5　2重張とする。

（改修部分Ｘ線室側は、鉛ボードt=14.5+PBt=12.5+硬質PBt=9.5　2重張とする。）

有
効

開
口

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

塩ビ回縁、木製額縁新設

塩ビ廻縁、室名札(ｱｸﾘﾙ板：突出し)W300×H100新設

改修後

※居室を除くすべての窓にｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑを張ること（不透明）



ハッチング部分は、撤去範囲を示す。
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★

図面名称
一級建築士登録　２２２５５１

田中　富士夫A3：1/71

工事名称

５ Ｉ Ｈ ５ ＩＨ

５ ５

30
12

0

1
50

居室（個室）　前室　廊下
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｃ

1,
85

0
10

0
4
10

40

2,700 900

3,600

400 3,600 1,700

5,700 2,000

2,700900

3,600

4003,6001,700

5,7002,000

3,600 3,600

2,1302,130

90
0

1
,5

60
40

2,
50

0
98

0

1
,8

50
5
00

2
,4

0
0

9
30

Ａ ＡＢ Ｂ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

Ｃ Ｃ

Ａ ＡＢ
Ｃ

ＰＰ

Ｎ

Ｇ

Ｉ
Ｉ

ＰＰ

Ｏ Ｏ ＯＰＰ

Ｉ

Ｉ

Ｏ Ｑ ＯＱ

1,470 1,470

Ｋ

木製手摺φ40L=800撤去

2,300 550 450

配線ピット用土間斫り 配線ピット用土間斫り

Ａ－０９

改修前　展開図

Ｄ

J

Ｌ Ｌ

Ｆ

改修前　展開図

2
,0

00
5
00

室名札W300×H100撤去

内部仕上表

床

転ばし床組シナ合板t=5.5撤去

コンクリート金鏝押えビニル床シートt=2.0一部撤去

巾木 壁

木製下地シナ合板t=5.5張一部撤去

天井

Ｄ

Ｅ

Ｃ コンクリート金鏝押えビニル床シートt=2.0撤去

転ばし床組ヒノキフローリングt=12.0撤去Ｂ

転ばし床組ラワンベニヤt=12.0畳敷t=55撤去Ａ Ｆ 木製巾木H=100撤去

ソフト巾木H=100撤去Ｇ

木製巾木H=100一部撤去Ｈ

Ｌ

Ｋ

PBt=12.5GL張ビニルクロス張一部撤去Ｊ

木製下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去Ｉ

Ｎ

PBt=12.5GL張ビニルクロス張一部撤去Ｍ

Ｐ LGS下地化粧石膏ボードt=9.0撤去

木製下地シナ合板t=5.5張一部撤去Ｑ

Ｒ LGS下地化粧石膏ボードt=9.0一部撤去

LGS下地杉柾化粧石膏ボードt=9.0撤去Ｏ

Ｐ

1,700

Ｋ

Ｐ

Ｃ

1,700

Ｇ

便所
Ｂ Ｄ

Ｃ
Ｇ

Ｎ

※　居室、押入　Ｂ面居室間間仕切部分の仕上げは撤去しない。

居室　Ｄ面居室間間仕切部分の仕上げは撤去しない。

Ｎ

Ｎ

居室前室　便所

５

Ｃ

300 2,
50

0
4
00

5
80

Ｅ

Ｒ

Ｍ

５

Ａ

2,
50

0
4
00

5
80

Ｒ

Ｈ

Ｍ

Ｎ

廊下

LGSW=65下地PBt=12.5ビニルクロス張一部撤去

LGSW=65下地PBt=12.5+PBt=9.5ビニルクロス張一部撤去

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

改修前
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工事名称

５ Ｉ Ｈ ５

５ ５

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｃ

ＩＨ
3,600

400

5,700 2,000 3,600

3,600 3,600

90
0

1
,5

60
40

400

5,7002,000

90
0

1
,5

60
40

2
,0

00
5
00

1,100 4,200 1,1004,200

操作室　Ｘ線室　廊下

1
50

1,
85

0
10

0
4
10

4
0

Ｘ線室　廊下

内部仕上表

床 巾木 壁 天井

Ｂ

Ａ 薄塗モルタル塗ビニル床シートt=2.0新設

薄塗モルタル塗ビニル床シートt=2.0一部新設

ソフト巾木H=100新設

木製巾木H=100　CL塗一部新設

LGSW=65下地PBt=12.5不燃ビニルクロス張新設

不燃ビニルクロス張新設

LGSW=65下地鉛石膏ボードt=14.5+石膏ボードt=9.5

PBt=12.5GL張不燃ビニルクロス張一部新設

+硬質PBt=9.5不燃ビニルクロス張一部新設

不燃ビニルクロス張一部新設

LGS下地不燃化粧石膏ボードt=9.5新設

LGS下地鉛石膏ボードt=14.5+石膏ボードt=9.5
不燃ビニルクロス張新設

LGS下地不燃化粧石膏ボードt=9.5一部新設

Ｄ

Ｃ Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｌ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｈ Ｅ Ｅ

Ｇ

Ｊ ＪＪ Ｊ

1253,095380

Ｋ

125 3,095 380

Ｋ

180 3,295 125 125 3,295 180

配線ピットH=100ステンレスピット蓋枠共

Ａ－１０

改修後　展開図

Ｅ

2,
55

0
Ｋ

2,
55

0
93

0

Ｋ

改修後　展開図

Ｅ Ｆ Ｇ

2
,0

00
5
00

室名札W300×H100新設

Ｌ

Ｂ Ｄ

Ｍ

Ｍ

Ｉ

Ｇ

５

Ａ

2,
50

0
4
00

5
80

Ｄ

Ｉ

2
,3

50

300
Ｌ

2,050

５

Ｃ

2,
50

0
4
00

5
80

Ｂ

Ｈ

Ｌ

Ｄ

廊下

ハッチング部分は、改修範囲を示す。

既設LGSW=65下地面鉛石膏ボードt=14.5+PBt=12.5

LGSW=65下地PBt=12.5+硬質PBt=9.5

Ｆ

Ｆ

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

LGSW=65下地両面PBt=12.5+硬質PBt=9.5新設（スラブ下まで）

木製額縁W75×D25新設

改修後
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工事名称

記 号 ・ 数 量 ×

形　　　状

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

１
×１箇所 １箇所ＷＤ

950

2
,0

00

前室

木製片引戸

扉見込み36

ポリ合板フラッシュ

型ガラスt=4.0

ＷＤ
２

便所

扉見込み36

ポリ合板フラッシュ

丁番　ﾚﾊﾞ-ﾊﾝﾄﾞﾙ　表示錠 ﾄﾞｱﾁｪｯｸ引手　ステンレスレール　戸車

× １箇所

居室（個室）

木製片開戸 木製両開戸

扉見込み36

丁番　取手

×
１

１箇所

居室（個室）

扉見込み36

Ｓ

引手

引違障子

1,730

1
,8

00

×
１

１箇所

居室（個室）

引手

Ｆ

片引戸襖

扉見込み36

× １箇所

居室（個室）

引手

Ｆ

扉見込み21

襖

1,700

ＷＤ

30 600 30 30 500

660 530

2
50

1
,2

90
30

2,
02

0

1
20

30
2
50

30
20

型ガラスt=4.0

沓摺：SUS製　ガラリ付

３ ２

１
記 号 ・ 数 量 ×

形　　　状

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

ＳＤ

１
×ＬＳＤ

2,
00

0

１箇所 １箇所 ×ＬＳＤ

2,
00

0

700

１箇所 ×
１
ＬＷ １箇所

▽ＦＬ

× １箇所ＳＰ

110 1,200 3,735 900 900

4,899 3,775
90°

90°

遮煙機能付き

廊下

鋼製片開防火戸（常時閉鎖）

特定防火設備 建設省告示1369号

扉見込み40

ＳＯＰ塗

丁番

ドアチェック (ｽﾄｯﾊﾟ-なし)

レバーハンドル

扉見込み40

Ｘ線室

枠：ｽﾁ-ﾙ焼付塗装 戸：化粧鋼板（ﾍﾟ-ﾊﾟ-ｺｱ芯材）

沓摺：SUS製

枠戸共：鉛厚2.0入り

扉見込み40

Ｘ線室

軽量鋼製片開戸（放射線防御タイプ）

枠：ｽﾁ-ﾙ焼付塗装 戸：化粧鋼板（ﾍﾟ-ﾊﾟ-ｺｱ芯材）

沓摺：SUS製

丁番　ﾚﾊﾞ-ﾊﾝﾄﾞﾙ　ｼﾘﾝﾀﾞ-本締錠 ﾄﾞｱﾁｪｯｸ

枠戸共：鉛厚2.0入り

Ｘ線室

枠：ｽﾁ-ﾙ焼付塗装

軽量鋼製鉛入ＦＩＸ

鉛ガラスt=16.0（鉛量厚2.0）

診察室

軽量鋼製パーテション

枠見込み80

枠、パネル：ｽﾁ-ﾙ焼付塗装

天井照明器具、空調機部分の頭つなぎカットすること

２

1,800

8
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8
5

60
0

8
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1,800 600

8
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1
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1,000
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1
,4

00
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1
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4
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1
,2
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軽量鋼製片引き戸（放射線防御タイプ）

2
,
0
0
0

2
0
0

有効開口850以上

ﾊﾝｶﾞ-戸用標準金物一式

2
,0
0
0

50
0

2
,5

00

2,557

7972,281.5 900 420

700

1
,8

50

2
03

35
3
5

30550

203

165 220 165

599.5

溝
幅

1
50

2
20

3 4

ステンレス製ピット蓋、受枠共

150

既設鉄筋残し

土間砕石t=120

土間コンクリートt=120
土間配筋縦横共D10＠200

2
1
20

2
5

1
20

9
8

ピット内部薄塗モルタル補修

1
00

Ａ－１１

新設建具表　雑詳細図

撤去建具表　雑詳細図

ｼﾘﾝﾀﾞ-錠　樹脂製把手

※　排水トラップ排水管付き

１

有効900

ジャバラホース共

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

自閉装置付き

ビニル床シートt=2.0

ポリスチレンフォームt=25敷き A種2種

ポリエチレンフィルムt=0.15敷き

ステンレス製流し台（参考品番：ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2S-180） 配管ピット（参考品番：ｶﾈｿｳ SC-15）

木製物入棚

改修前後　建具表　雑詳細図１



４

２１

３

A2：1/50

★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

図面名称
一級建築士登録　２２２５５１

田中　富士夫A3：1/71

工事名称

記 号 ・ 数 量 ×

形　　　状

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

１
×１箇所 １箇所

２

津市家庭医療クリニック設置に伴う

 　　津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

改修建具表　雑詳細図

居室（個室）

型ガラスt=5.0

ＡＤ ＡＤ × １箇所ＡＤ × １箇所ＡＤ

記 号 ・ 数 量 ×

形　　　状

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

× １箇所

型ガラスt=4.0

ＡＷ ＡＷ ＡＷ
３

× １箇所

Ａ－１２

集会室

ｱﾙﾐ製ﾗﾝﾏ付引違い戸 ｱﾙﾐ製袖窓ﾗﾝﾏ付引違い戸

廊下

ｱﾙﾐ製引き違い戸

型ガラスt=5.0 型ガラスt=5.0

廊下

ｱﾙﾐ製両袖Fix3連引違い窓上部ﾗﾝﾏ引違い戸

型ガラスt=4.0

廊下

型ガラスt=4.0

廊下

ｱﾙﾐ製2連引違い窓ｱﾙﾐ製引違い窓 ｱﾙﾐ製引違い窓

集会室

型ガラスt=3.0

改修前後　建具表　雑詳細図２

２箇所

：ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ張り(飛散防止、不透明)
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○

発信機

表示灯

副受信機

警報ベル

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

機器収容箱

連動制御器（自動閉鎖）

復帰ボタン（　　  〃　　 ）

廊下表示灯（　　  〃　　 ）

　　　〃　　　（都市ガス）　

〃

〃

〃

〃

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

親時計

開閉器箱

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

アッテネータ

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　（多機能トイレ）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤､OA盤、制御盤､実験盤

電磁開閉器用押しボタン

子時計､スピーカ

端子盤（EPS・電気室）

床上～中心

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

地上､床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～中心

〃

〃

〃

名　　　　称 測　　　点

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般）

コンセント（車庫）

ガス漏れ検知器（LPガス）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上）

取付高［mm］

【備考】（天井高）　　及び（天井高）　　は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

900

1,800

2,000

1,800

1,500

1,500

300

800～1,500

800～1,500

800～1,500

1,300

1,300

標準図による。

（天井面）-200

2,500

150

1,300

1,100

300

150

150

800

1,500

1,500

1,500

1,300

500

800

600

1,000

1,500

1,500

1,300

1,500以上

1,000以下

2,100

（上端1,900以下）

（天井高）　　　\U+00D70.9

（天井高）　　　\U+00D70.9

（天井高）　　　\U+00D70.9

（天井高）　　　\U+00D70.8

\U+00D70.9 \U+00D70.8

床上～中心コンセント（車椅子用） 900

(壁面取付の場合）

1250.76㎡

・

・

・

　　　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

　　　とする。

機材等

　・非破壊検査　撮影枚数　　　　枚以上

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6A UTPケーブル(UTP-CAT6A/F)

耐燃性ポリオレフィンシース カテゴリ5e UTPケーブル(UTP-CAT5E/F)

(EM－UTP6A)

(EM－UTP6)

(EM－UTP5)

EM－UTP JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用ツイストペアケーブル」

LtＥ
保安器

電話引込口の

よるほか、監督職員の指示による。

・

・

　・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

L=1,200としても差し支えない。（雷保護用を除く。）

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　

　　測定対象室　　・　図示　　　　　

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

測定はパッシブ型採取機器により行う。

濃度測定

化学物質を放散させる○

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　【備考】（1）規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　（2）規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

95.5

45

95.5

37

95.5

30

95.5

22

95.5

18.5

95.0

15

94.5

11

94.5

7.5

94.0

5.5

94.0

3.7

93.0

2.2

92.0

1.5

88.5

0.75

86.0

0.4

規約効率（％）

電動機出力（kW）

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

規約効率

インバータ装置の

（※1）水槽類

防振支持の機器

機器

（※1）水槽類

防振支持の機器

機器

（※1）水槽類

防振支持の機器

機器

機器種別

中間階

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

は、請負者の負担とする。

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

　　させない塗料等使用

　　させない塗料使用

　　させない材料使用

　　　が極めて少ないものとする。

　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　て少ないものとする。

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準図」という。）による。

　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。

1.0

0.6

0.6

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

1.5

1.0

1.0

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

0.6

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.0

1.5

2.0

1.0

1.5

2.0

測定用

通信用

通信用

交換機用

雷保護用

Ｄ種接地

Ｃ種接地

Ｂ種接地

Ａ種接地

共同接地

共同接地

低圧避雷器

高圧避雷器

C

D

0

LA

Dt 

At

t

LL

LH

B

A

A. C. D

A. D

　接地極の材料は下記による。

　図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

Ｅ・

Ｅ・

●

○

接地抵抗値記　　号接地の種類 接　　地　　極

・

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ・

・

・

・

・

・

・

・

・

　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

　・鉄製（　　箇所）　　・コンクリート製（　　箇所）

接地極　

天井仕上げ表示

地中線の埋設標

○

プレートの材質 　フラッシュプレート　　　・金属製　　　・樹脂製

　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

●

● コンセント

照度測定箇所数

非常用の照明装置の○ 　測定数　　　　　　箇所以上

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

2（m ）

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

養生

　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露

２）設計用鉛直地震力

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　　13階以上の場合は上層4階とする。

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　・配電盤　・発電装置            ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　上層階の定義は次による。

　　　重要機器

　・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.2.2によるほか下記による。

①JIS及びJASのF☆☆☆品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

機材

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

1）項目は●印の付いたものを適用する。

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

Ⅱ．工事仕様

2．特記仕様

1．共通仕様

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

2．建物概要

1．工事場所

Ⅰ．工事概要

仕様書

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

第　三　種

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｂ．接着剤等不使用

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

③下記表示のあるJAS適合品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

規制対象外

ホルムアルデヒドの放散量 該当する機材等

○ 電線類

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6 UTPケーブル(UTP-CAT6/F)

　仕　　　　　　様記号

　養生方法　（　／　）図による。

　養生範囲　（　／　）図による。

　仮設備期間（・図示　　　・　　　　　・　　　　　）

　仮電源　　（・受変電　　・発電　　　・　　　　　）仮設備工事

　・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

　　調査方法（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。

　　調査範囲（　／　）図による。

　　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

　・事前調査施工調査

●

●

施工図等の取扱い

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。取付高さ

●

● 　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

　・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　下記の露出配管は塗装を行う。

電線本数、管路など

金属製電線管の塗装

呼び線

設置場所

● 　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」

１）設計用水平地震力

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

耐震施工

地下・1階

・　一般の施設

一般機器

・　特定の施設

一般機器 重要機器

上層階

屋上及び塔屋

重要機器

○

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

２）引渡しを要するもの以外

１）引渡しを要するもの

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　・現場説明書による。

　・有（・金属類　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　）

　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

　・有（ PCB使用機器 :   変圧器、OCB、ｺﾝﾃﾞﾝｻ　  　　　　　　 　　　　　）

　・現場説明書による。

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

残土処理

発生材の処理

　・完成図のCADデータの提出　　　・要　　　・不要

工事写真・完成図

○

○

○

●

○

●

●

○

グリーン購入法

　・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。足場、さん橋類

　構内につくることが　　・できる　　・できない

　すべて請負者の負担とする。工事用仮設物

　・設けない　　・設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）監督員事務所

　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　・本工事で設置とする。

　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用工事用電力・水等

電気工事士

　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

事業用電気工作物保安規程○○」に定める工事担当技術者（監督職員）の職務を補佐し、電気工作

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「○○制定の○○○○

電気保安技術者

　・50Hz　　・60Hz

　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物電気工作物の種類

電源周波数

室内空気中の化学物質の 　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定

し、監督職員に報告する。

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　外のものを使用する。ただし、該当する機材等がない場合は、第三種のものを使用するもの

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

次の１）から５）を満たすものとする。

　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　・照明制御システム　　　・変圧器

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

定調達品目「公共工事」の品目

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

○ 構内配電線路

○ テレビ電波障害防除設備

○ 構内通信線路

○ 情報表示設備

○ 中央監視制御設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 駐車場管制設備

○

○

○

○ 監視カメラ設備

○ テレビ共同受信設備

○ 拡声設備

○ 映像・音響設備

○ 構内情報通信網設備

○ 発電機設備

○ 電力貯蔵設備

● 受変電設備

○ 雷保護設備

○ 電熱設備

● 動力設備

● 電灯設備

工　事　種　目

一式

一式

別種事建物別及び屋外 工

建　物　名　称 構　造
延 べ 面 積

備　　考
別 表 第 一

消防法施行令
階　　　　数

平成　　年　　月（全　　　枚）

2階建RC造

〇

美杉高齢者生活福祉センター

● 自動火災報知設備

● 誘導支援設備

● 構内交換設備 一式

一式

一式

●

●

〇

〇

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、(10φ)はW＝30、L=900、(14φ)はW＝40、

100Ω以下

10Ω以下
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10Ω以下

Ω以下
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●

工事設計図

一式

〇
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○

○ 仮設工事

○
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改修前後　電灯コンセント設備図 Ｅ－０４
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00

0
5
,7

00
2,

0
00

5
,5

0
0

7,
7
00

渡り廊下

改修前平面図 S=1/200

生活援助員室

便所

7
,
70

05
,7

0
0

2,
0
00

1,
5
00

倉庫

物入

階段室A

屋外

階段

4,0004,000

3,
00

0

個室個室 個室

2,500 2,500 5,650 1,550 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 4,500 1,600 7,400

5,000 7,200 7,200 7,200 8,100 9,000

43,700

2,
00

0
5
,7

00
2,

0
00

5
,
50

0

7,
7
00

渡り廊下

生活援助員室

便所

U1

U1

A

B

B A

AA

BB

PS

洗濯コーナー洗濯コーナー

PS

玄関

改修後平面図 S=1/200

PSPS PS

廊下

PSPS

洗濯コーナー 洗濯コーナー

玄関

個室 個室 2人室

G G G

G

G G

G

診察室

個室

個室

DD

DD

G

PS PS

GG廊下
C

記号

凡例

名　　称

記入なき配線は下記による

現状維持

現状維持

備　　考

撤去

A

B

C

玄関A

デイホール

避難口誘導灯 FL20W×1

避難口誘導灯 FL20W×1

通路誘導灯 FL10W×1

G

G

撤去

撤去

撤去

現状維持非常灯

非常灯

VVF 1.6-2C

VVF 1.6-2C×2

デイホール

CC

カバープレート取付 カバープレート取付

天井裏中継ボックス

記号

凡例

名　　称 備　　考

G 非常灯

AA 避難口誘導灯 Ｂ級

BB

CC

DD 新設

既設

新設

新設

新設

通路誘導灯　Ｃ級　両面

避難口誘導灯 Ｃ級

非常灯 LED9W用

記入なき配線は下記による

VVF 1.6-2C

VVF 1.6-2C×2

照明器具姿図(参考)

AA BB

CC DD

避難口誘導灯 Ｂ級 避難口誘導灯 Ｃ級

通路誘導灯　Ｃ級　両面 非常灯 LED9W用

単体配置 A1

A2

A4

直線配置

四角配置

器具取付高さ 2.4m 2.6m

4.0 4.0

7.6 8.1

保守率 0.86

AA

A3：1/282

X線室

操作室

G
G

G

AA

は既設を示す

既設電灯盤

9.4 9.9

公共型番：K1-LRS11-1公共型番：ST1-FSF22-C

玄関A

BB

CC
BB

公共型番：SHI-FBF20-BH 公共型番：SHI-FBF20-C

津市家庭医療クリニック設置に伴う

　　 津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

改修前後　誘導灯・非常灯設備図 Ｅ－０５

改修前

改修後

集会室



7
,7

0
05
,7

00
2,

0
00

1,
50

0

倉庫

PS

物入

階段室A

屋外

階段

4,0004,000

3,
00

0

デイホール

個室個室 個室

2,500 2,500 5,650 1,550 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 4,500 1,600 7,400

5,000 7,200 7,200 7,200 8,100 9,000

43,700

2
,
00

0
5
,7

00
2,

0
00

5
,5

0
0

7,
7
00

渡り廊下

改修前平面図 S=1/200

生活援助員室

便所

7
,
70

05
,7

0
0

2,
0
00

1,
5
00

玄関A

倉庫

物入

階段室A

屋外

階段

4,0004,000

3,
00

0

デイホール

個室個室 個室

2,500 2,500 5,650 1,550 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 4,500 1,600 7,400

5,000 7,200 7,200 7,200 8,100 9,000

43,700

2,
00

0
5
,7

00
2,

0
00

5
,
50

0

7,
7
00

渡り廊下

生活援助員室

便所

玄関A

PS

洗濯コーナー洗濯コーナー

PS

玄関

改修後平面図 S=1/200

PSPS PS

廊下

PSPS

洗濯コーナー 洗濯コーナー

玄関

個室 個室 2人室

個室

個室

PS PS

廊下

集会室

★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

図面名称
一級建築士登録　２２２５５１

田中　富士夫

工事名称
A2：1/200

診察室

N

NN N

N N

5P

C C C

R

N

NN

N

5P

C

R

3P

記号

凡例

名　　称 備　　考

現状維持

現状維持

直列ユニット

天井埋込スピーカ

ナースコール用天井子機

ナースコール用天井子機

現状維持

撤去

N

N

ナースコール用押しボタン

ナースコール用押しボタン

記入なき配線は下記による

現状維持

現状維持AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

撤去

撤去

ナースコール用復帰ボタン

ナースコール用復帰ボタン 撤去

現状維持

現状維持

撤去

ナースコール用表示灯

ナースコール用表示灯

現状維持

撤去

電話受口

電話受口 撤去

現状維持

記号

凡例

名　　称 備　　考

現状維持

現状維持

直列ユニット

天井埋込スピーカ

ナースコール用天井子機 現状維持

記入なき配線は下記による

現状維持

現状維持AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

N ナースコール用押しボタン 現状維持

ナースコール用復帰ボタン 現状維持

ナースコール用表示灯 現状維持

電話受口 現状維持

3P

現状維持5C-FB

現状維持5C-FB

A3：1/282

は既設を示す。

津市家庭医療クリニック設置に伴う

　　 津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事

改修前後　弱電設備図 Ｅ－０６

改修後

改修前



★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

図面名称
一級建築士登録　２２２５５１

田中　富士夫

工事名称
A2：1/200

7
,7

0
05
,7

00
2,

0
00

1,
50

0

階段室A

PS

屋外

階段

4,0004,000

3,
00

0

2,500 2,500 5,650 1,550 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 4,500 1,600 7,400

5,000 7,200 7,200 7,200 8,100 9,000

43,700

2
,
00

0
5
,7

00
2,

0
00

5
,5

0
0

7,
7
00

渡り廊下

改修前平面図 S=1/200

便所

7
,
70

05
,7

0
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2,
0
00

1,
5
00

玄関A

階段室A

屋外

階段

4,0004,000

3,
00

0

2,500 2,500 5,650 1,550 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 4,500 1,600 7,400

5,000 7,200 7,200 7,200 8,100 9,000

43,700

2,
00

0
5
,7

00
2,

0
00

5
,
50

0

7,
7
00

渡り廊下

玄関A

PS

洗濯コーナー洗濯コーナー

PS

玄関

改修後平面図 S=1/200

PSPS PS

PSPS

洗濯コーナー 洗濯コーナー

玄関

PS

生活援助員室
倉庫

個室 個室 個室 個室 2人室

廊下

PS

物入

デイホール

HP1.2-10P(PF28)

HP1.2-10P(PF28)

デイホール

物入

生活援助員室

倉庫
個室 個室 個室 個室 個室

診察室

廊下
カバープレート取付

個室

記号

凡例

名　　称

P型1級総合盤

記入なき配線は下記による

現状維持

現状維持

差動式スポット型感知器　２種

差動式スポット型感知器　２種

定温式スポット型感知器　１種防水

備　　考

現状維持

現状維持

撤去

現状維持

撤去

現状維持

定温式スポット型感知器　１種防水

定温式スポット型感知器　特種

定温式スポット型感知器　特種 撤去

AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

撤去

撤去

記号

凡例

名　　称

P型1級総合盤

記入なき配線は下記による

現状維持

現状維持

差動式スポット型感知器　２種

差動式スポット型感知器　２種

備　　考

現状維持

現状維持

現状維持

AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

新設

新設

新設

改修前・後　自動火災報知設備図

便所

A3：1/282

現状維持定温式スポット型感知器　特種

定温式スポット型感知器　１種防水

定温式スポット型感知器　１種防水

新設

受信機ヘ

受信機ヘ

津市家庭医療クリニック設置に伴う

　　 津市美杉高齢者生活福祉センター改修工事
Ｅ－０７

改修後

改修前

集会室



原図：Ａ２

●硬質塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）　○耐火二層管（ＴＭＶＰ）　

弁類

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

２．工　事　仕　様

章

機材等●

項　　　目

一
般
共
通
事
項

仕様書

１．工　事　概　要

２．建物概要

建　物　名　称 構　造 備考
消防法施行令

階　　　　数
延　べ　面　積

別　表　第　一（㎡）

３．工事種目（●印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目

工事種別

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

４．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

５．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホルムアルデヒド

１．工事場所

規制対象外

の放散量

試験

塗装

天井仕上区分

電線類

保温

地中埋設標等

絶縁継手

配管○

○

耐震措置

容量等の表示

設計用水平震度

自
動
制
御
設
備

排
煙
設
備

電気計装工事の配線

排煙口手動開放装置

構成その他

排煙風量測定

排煙口の形式

○

○

○

ダクト○

●

●

吊り及び支持金物

（開放及び復帰方式）

施工調査

●

はつり●

屋　外屋　内

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

（機器、盤類は除く）

○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）

図示による。

○図示による

○亜鉛鉄板　　○

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

　　　　事前調査

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

　　　　　調査項目　　○

　　○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○

溶接部の非破壊検査　　　　○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　呼び径３２以上のものは４０ｍｍとする。

○多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

○倉庫　　○　　　　　　○

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編２．４．１表４．２．１２による。

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

取付け箇所は図示による。

　　○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　１３階建以上の場合は上層４階

重要機器は次のものを示す。

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

○下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○

該当する建築材料

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

②建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　ｂ．接着剤等不使用

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

③下記表示のあるＪＡＳ規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

④旧ＪＩＳのＦｃｏ規格品

③旧ＪＩＳのＥｏ規格品

特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　　　いものとする。

　　　　　て少ないものとする。

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（３）化学物質を放散する建築材料等

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

２．特記仕様

１．共通仕様

　　　よる。

　　　編）（最新版）」（以下、「標準図」という。）による。

　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備

　　　工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事

　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

　　○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器

　中間階とは地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

第　三　種

設置場所

耐震安全性の分類

一般の施設

（１．０）

＜１．５＞

＜１．５＞

１．０

（１．５）

１．５

（１．０）

＜１．０＞

（１．５）

＜１．０＞

０．６

１．０

（０．６）

＜０．６＞

（１．０）

＜０．６＞

０．４

０．６

（１．０）

＜１．０＞

＜１．０＞

０．６

（１．５）

１．０

重要機器

（２．０）

＜２．０＞

２．０

（２．０）

＜１．５＞

１．５

一般機器

（１．５）

１．０

１．０

一般機器

（２．０）

＜１．５＞

１．５

重要機器

１階及び地下階

中間階

屋上及び塔屋

上層階

物質の濃度測定

室内空気中の化学○ 設計用温湿度○

職員に報告すること。

測定はパッシブ型採集機器により行う。

屋　　　　　　　　　内
外　　気

一　般　系　統

●

●

●

技能士の適用

機材の承諾図

電源周波数

総合調整

完成図等

案内板

埋め戻し土・盛土

建設発生土の処理

工事用仮設物

・その他

電気保安技術者

主任技術者等

機材の品質・性能

証明

●

空
気
調
和
設
備

チャンバー

ダクト

風量測定口

鋼板製煙道

ダンパー

配管材料

○

●

○

監督員事務所○

工事用電力・水●

○

○

○

○

油面制御装置○

瞬間流量計

圧力計

温度計○

○

○

○弁類

保温及び消音内貼り ○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

とする。

○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

○改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

版）によるほか、監督職員の指示による。

の大きさは、約　　ｍ　とする。

○別途とする。

　　　　　　部門に合格した者

　・要　　　・不要

安の業務を行うものとする。

他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

　　　（イ）技術検定のうち、１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　（ロ）資格の区分１）の資格を有する者

　　　　　　１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

●本工事（調整項目は下記のものとする。）

○５０Ｈｚ　　　●６０Ｈｚ

○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

○設けない　　　　　○設ける

●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

○高圧１ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

取り付け箇所は図示による。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

とする。

（２）冷却水管 ○

（４）蒸気管

（３）油管 ○

還　管

給気管

定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

（２）ピストンダンパー

（１）防煙ダンパー

（１）冷温水管

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

○

（６）ドレン管

（５）冷媒管

ＪＩＳ又はＪＶ　（○５Ｋ　　　○１０Ｋ（図示部分））

　　　　ドレン管及び膨張タンクよりボイラ等への補給水管

○屋外露出、屋内露出、埋設（ドレンホ－ス）

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

○屋外露出（配管用炭素鋼鋼管（白）ＪＩＳ　Ｇ　３４５２）

工事設計図

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記

　　　の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（Ｅ／１）図、建築工事の工事仕様は（Ａ／２～５）図に

（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め

　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少

　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす

　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」という。）のうち、

　　　（ロ）技術士法（昭和５８年法律第２５号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目

機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。案内板

う。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋ　及び設計用鉛直震度Ｋｖ（Ｋ　／２）ＨＨ

※上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

　仕様は標準仕様書第２編３．１．４及び３．１．５とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０ｍｍ、

　　（○浴室（ユニットは除く）　　○脱衣室　　○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　）

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。

温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ） 温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ） 湿度（ＲＨ）

冬期

夏期

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）　○アングルフランジ工法）

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報

○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．５の排水管の項による。

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表４．２．１２の使用する電線類の規格による。

○

○

国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成２２年

この工事に必要な工事用電力、水は施設を無償で使用出来る。

２

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督

　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保

設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　１９９７年版」により行

足場・さん橋類○

○本工事で設置とする。

換
気
設
備

ダクト

排気ダクトのシール

チャンバー

ダンパー

風量測定口

保温

●

取り付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

空気調和設備の当該項目による。

●丸ダクト（ＳＤ）　　○塩化ビニル管（ＶＵ）

給
水
設
備

管の埋設深さ

量水器桝

弁類

配管材料●

水栓

○

水栓柱

建物導入部配管

量水器

引込納付金等

●

○

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

（３）その他の一般配管　●　塩ビライニング鋼管（ＶＢ）

（１）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○塩ビライニング鋼管：ＶＤ　　　）

管の上端より原則として、一般敷地は（　３０ｃｍ）構内道路は（　６０ｃｍ）以上とする。

衛生器具ユニット

小便器自動洗浄装置

洋風大便器

標記板

衛
生
器
具
設
備

衛生器具付属水栓

洗面器

和風大便器耐火カバー

○

○

●

○

○

○取り付け箇所　（○大便器　○小便器）　　材　質（○　　　　　　）

ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

洗浄水量が１０．５Ｌ／回以下のものとする。

ものとする。

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない

手洗器は止水栓付とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は４Ｌ／回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる

○

○

○

○

排水処理設備

ガス設備

厨房設備

消火設備

給湯設備

排水設備●

給水設備●

衛生器具設備●

自動制御設備○

排煙設備○

換気設備●

空気調和設備

○

○

○

○

　　　　　　　　　○その他の部分（○　５Ｋ　○　　　　　　）

給
湯
設
備

●
●

○
○

●

●

一式

一式

一式

　●資格の区分２）

○

●完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

特定の施設

○

（●槽内　●屋外）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。

○高圧１ダクト（適用範囲は図示による。）

○

配管材料

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）　○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。

屋外露出配管は標準仕様書第２編３．１．５．ｅ　・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。既設集合装置より分岐

　　　　　　　　（２）地中　ポリエチレン被覆鋼管又は外面塩ビ被覆鋼管（白）

引込負担金等

仕様等

設備方式

電気防食

メーター

漏洩検知装置

ガス漏れ警報器

転倒防止等

充てん容器

建物導入部配管

保温

配管材料

集合装置

ただし、防凍保温は共通事項による。

図示による。

○要　　○不要

○要　　○不要

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

配管材料

ガス種別

機器の機能等

厨房用熱源

システム

　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

図示による。

図示による。

　液化石油ガス　（１）一般　配管用炭素鋼鋼管（白）

消
火
設
備

○

○

ガ
ス
設
備

３○都市ガス（供給者名：東邦ガス　発熱量　　　　　　　　　ＭＪ／ｍ　）

厨
房
設
備

（１）屋内消火栓　　一般　○

　　　　　　　　　　地中　○

　　　　　　　　　　地中　○

（２）連結送水管　　一般　○

（３）送水配管　　　　　　●消火用硬質塩化ビニル被覆鋼管（白）　ＷＳＰ０４１（ＳＧＰ－＊Ｓ）

排
水
処
理
設
備

一式

○ ○

別途（○５０ｋｇ　　○　　　　○　　　　　）×　本

○雨水利用　○排水再利用　○厨房除害　●浄化槽

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　○（ｂ））による。

平成　　年　　月（全５枚）

●

○

○

○

○

○

診療所改修に伴う機械設備工事

○

　○資格の区分１）

○ 構内につくることが　　○できる　　　○できない

○ ○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

○現場説明書による。

○

○

●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定

○ （１）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要

（２）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要

●屋外露出部（●給水管　○消火管　○膨張管　○ドレン管　○冷媒管○弁類を含む）は防凍保温を行う。

●共同溝、床下ピットの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

○屋内露出（○　　　　○　　　）の保温外装は（○アルミガラスクロス　○合成樹脂カバ－）とする。

○

○

●

　　　℃

　　　℃

　　　　％

　　　　％

　　℃

　　℃

　　％

　　％

○外気ダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○低圧ダクト（○コ－ナ－ボルト工法［長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分］

　○アングルフランジ工法）とする。

○

○

○

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

○全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

　　（○厨房　　○湯沸室　　　　　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図示による。

（２）地中埋設配管　　　●塩ビライニング鋼管（ＶＤ）　○耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

○

○

○

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形

ＪＩＳ又はＧＶ　　○水道直結部分（○１０Ｋ　○　　　　　　）　

○

○ ○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の　○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。

○要（○別途工事　○本工事）　　●不要

排
水
設
備

●

●硬質塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）　○耐火二層管（ＴＭＶＰ）　

配管材料●

洗面器等の排水管

放流納付金等○

○

○

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

図示の箇所に取り付ける。

○要（○別途工事　○本工事）○不要

満水試験継手

汚水管

雑排水管

（１）屋　内

第一桝まで

桝間
圧送管

（２）屋　外 ○硬質塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）　

○硬質塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）　
○対衝撃性硬質塩化ビニル管　（ＨＩＶＰ）　

通気管

○

○

○

○

○耐熱性ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

ＪＩＳ又はＪＶ　（○５Ｋ　　　　○１０Ｋ　　（図示部分））

○

○

○

○ ○ドライシステム　　○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●液化石油ガス

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

○ ○

○

○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○再生資源化を図るものは（○コンクリ－ト　○アスファルト　○　　　　　　）とする。

発生材の処理

○　

撤去内容
撤
去
工
事

● ● ●撤去内容は図示による。

○

●硬質塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）　○耐火二層管（ＴＭＶＰ）　

一式

（仮称）八幡診療所改修工事

撤去工事● 一式

津市美杉高齢者生活福祉センター

津市美杉町奥津地内

RC造 ２階 1699

○根切り土の中の良質土　　○外面被覆を施した配管は山砂の類

● 下記の金属管は塗装を行なう。

○屋外露出　　　●屋内露出　　　　

●

●屋内露出、埋設（硬質ポリ塩化ビニル管ＪＩＳ　Ｋ　６７４１：ＶＰ）

●

●冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●ポリスチレン成形の上ＳＵＳラッキング）

　　（○　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

● ○引き渡しを要するものは、金属類（○機器　○ダクト　○配管　○その他の金物）、

●引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とする。

●台所流し用の水栓は泡沫式とする。

●

●

●保温付被覆銅管（ｶﾞｽ管:保温厚20mm、液管:保温厚10mmΦ10未満は8mm）

原図：Ａ２
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管理建築士　一級建築士 第222551号　田中　富士夫津市家庭医療クリニック設置に伴う
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渡り配線記号

1

冷媒管サイズ表

空調設備機器表

記号 形式  品名 台仕　様・能 力 電　源

形式－空冷式ヒートポンプ （EHP）

特記事項 1. 冷暖房能力はＪＩＳの条件による。

屋外機基礎―タイガーベース

1φ100V 1

記   号 名   称

冷　媒　管

図示記号

ド　レ　ン　管

R

D

備　　考

屋外配管は、SUS鋼板仕上げ保温付冷媒用銅管　　保温厚　ガス管　20mm　　液管　10mm（但し　呼び径9.5mm以下は8mm可）　

硬質塩化ビニル管（VP）

冷房能力 暖房能力

COMP　950W　FAN　内　28W　外　50W 消費電力 冷房　　1380W 暖房　1235W

ワイヤレスリモコン（ホルダー共）、防振パット、他一式共

低温暖房　1420W

3.6kW(定格） 4.2kW(定格）壁掛形エアコン

2. グリーン購入法対応品とする。

3. 圧縮機、ファン、消費電力は参考とする。

設置場所

4. 屋外機は壁面よりSUS材にて転倒防止を設置の事。
ＳＵＳ深形フード（ガラリ付）、他一式共

参考型番

機器名称
機器番号

換　気　機　器　表

天井換気扇

台数 設置場所・備考

1φ100

形　式　・　仕　様

付属品

形　　式

風　　量 ｍ３／ｈ Ｐａ
１

VF
ｘ 14.0100VD-15ZX10-C 50

（Ｗ）

電　源

電　気　容　量

電動機

（Ｖ）

低騒音形インテリア格子グリル 2

2.天井換気扇は、振れ止め耐震対策を施すこと。1.天井換気扇は、天吊り金具を附属品とする。特記事項

既設

操作室 Ｘ線室

保温付硬質塩化ビニル管（VP） 屋内露出配管は、樹脂製保温化粧ケース仕上げ

Ｘ線室

参考型番 MSZ-GV2816１
RAC

SD
SD

ア ア ア

凡例

◆ コアー抜き、補修

ア X線室壁貫通部鉛板厚さ2.0ｍｍ以上にて補修

（天井部分は、建築工事にて鉛板補修）

保温付20VP

保温付20VP

インペイ

インペイ

D
D

天井

天井

既設壁貫通穴使用

既設立上り管に接続

VVF2.0-3C

津市家庭医療クリニック設置に伴う
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